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第
三
節

／
 保

護
貿
易
政
策
の
展
開

一
、
外
國
貿
易
攘
張
方
法
一
斑

以
上
は
日
消
戦
箸
後
の
経
螢
と
し
て
、
明
治
二
十
九
年
中
に
主
と
し
て
農
商
務
省
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
貿
易
撰
張
の
方
策
で
あ
っ

て
．
云
は
ゞ
直
接
に
貿
易
を
助
長
せ
ん
も
し
た
施
設
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
さ
相
闊
聯
し
、
こ
れ
に
絨
い
て
直
接
・
間
接
の
貿
易
撰
張

策
が
講
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
明
治
二
十
九
年
大
阪
に
恐
慌
起
り
。
同
年
九
月
豫
算
不
成
立
に
よ
り
、
伊
籐
内
即
は
倒

れ
た
が
、
松
方
内
閣
の
下
に
榎
本
農
商
務
大
臣
も
金
子
次
官
も
留
任
し
た
か
ら
、
そ
の
計
饗
は
そ
の
ま
>
持
絨
さ
れ
、
二
十
九
年
冬
の
豫
算
で
、

金
子
の
樹
て
た
計
霊
の
豫
算
案
は
そ
の
ま
こ
通
過
し
、
従
っ
て
そ
の
外
國
貿
易
撰
張
策
は
潜
々
賀
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

伊
籐
博
文
編
「
秘
害
類
纂
」
賓
業
・
工
業
資
料
中
に
「
外
國
貿
易
撰
張
方
法
」
な
る
記
録
が
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
戦
後
ノ
鰹
消
ヲ
整
珂
シ

テ
國
家
ノ
富
源
ヲ
増
殖
七
シ
メ
ン
ト
欲
芍
＾
~
先
ヅ
外
國
貿
易
ヲ
撰
張
ス
ル
ヲ
以
―
プ
最
大
ノ

急
務
ト
ス
。
北
ハ
撰
張
ノ
方
法
―
一
付
必
要
ナ
ル
事
項

宮

/ 

本

H
洞
戦
争
の
戦
後
経
管
と
貿
易
摘
張
策
E 六
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六 に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
闘
し
て
は
第

ノ
要
領
ヲ
略
述
シ
テ
、
政
府
ガ
賄
来
―
一
於
テ
採
ル
ベ
キ
方
針
及
順
序
ヲ
列
記
セ
ン
ト
ス
』
こ
し
て
~
戦
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
撰
張
方
法
一
斑

を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
前
後
の
闘
係
や
文
意
に
よ
っ
て
。
金
子
次
官
の
意
見
さ
推
察
さ
れ
得
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
専
ら
外
國
に
向
て
計
霊
施
行
す
る
も
の
こ
、
内
埴
に
向
て
経
螢
す
べ
き
事
項
こ
の
二

一
航
路
の
摘
張
曾
、
第
二
内
外
に
於
け
る
船
舶
及
び
貨
物
の
保
瞼
、
第
三
悔
外
に
於
け
る
金
融
、
第
四
海
外
の
支
店
及
組
合
管
業
｀
第
五
海
外

賓
業
練
肉
生
．
第
六
栂
外
親
察
の
六
を
學
げ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
同
業
潤
合
、
第
二
興
業
銀
行
、
第
一
＿
＿
貿
易
口
皿
陳
列
所
、
第
四
工
藝
學

校
書
第
五
商
業
學
校
、
第
六
商
業
會
議
所
、
第
七
輪
出
品
商
況
報
告
の
七
項
を
學
げ
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
事
項
を
賓
施
す
る
目
的
を
以
て
｀

そ
の
管
轄
鰤
を
駆
別
す
る
さ
、
泊
外
に
封
す
る
紆
饗
の
中
、
第
一
・
第
二
は
遁
信
省
の
主
管
｀
第
三
は
大
蔽
省
の
、
主
管
、
第
四
•
五
・

1ハ
は
殷

商
務
省
の
主
管
で
あ
り
、
内
地
に
討
す
る
計
叢
の
中
、
第
一
•
第
三
•
第
六
•
第
七
は
農
商
務
省

Q
主
管
G
第
七
輪
出
品
向
況
報
告
の
中
一
部
は
外

務
省
の
主
知
宜
で
あ
るC
)で
あ
り
、
第
二
は
大
蔵
省
の
主
管
｀
第
四
•
第
五
は
文
部
省
の
主
応
目
で
あ
る
と
す
る
。

第
一
の
航
路
の
撰
張
に
つ
い
て
は
『
外
園
貿
易
ヲ
撰
張
ギ
ン
ト
欲
だ
＾
先
ヅ

H
本
ノ
海
岸
ョ
リ
外
國
ノ
商
浩
ー
ー
至
ル
油
上
ノ
通
路
ヲ
開
カ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
此
通
路
＾
即
チ
彼
我
ノ
間
―
一
往
復
ス
ル
船
舶
ノ
航
路
是
ナ
リ
。
故
＿
一
之
ヲ
占
有
セ
ズ
シ
テ
我
貨
物
ヲ
外
國
＿
＿
輪
入
シ
、
又
彼
物

ヽ

品
ヲ
我
邦
こ
珈
入
シ
テ
悔
外
貿
易
ヲ
盛
大
―
ー
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
決
シ
テ
望
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
依
テ
政
附
＾
航
路
撰
張
ノ
方
針
ヲ
以
テ
、
先

ヅ
海
外
ノ
貿
易
輪
H
i入
額
ヲ
調
査
シ
O

'貿
易
陸
盛
ノ
外
國
商
港
ー
ー
シ
ー
で
尤
モ
日
本
二
接
近
シ
ク
ル
モ
ノ
ゴ
リ
航
路
ヲ
開
始
シ
~
漸
次
他
ノ
尚

池
ヲ
延
長
ス
ル

n
ト
ヲ
勉
ム
ベ
シ
。
而
シ
テ
航
路
ヲ
開
始
セ
シ
ム
ル
ー
ー
賞
ッ
テ
＾
其
難
易
卜
船
舶
ノ
噸
数
ト
ー
一
依
リ
、
政
府
＾
｛
且
シ
ク
相
骨
日
ノ

保
誂
金
ヲ
航
海
業
者
ー
ー
支
給
名
又
造
船
ノ
専
業
及
ビ
海
員
ノ
投
成
等
ヲ
奨
勘
ス
ベ
シ
』
さ
あ
る
。
第
二
の
内
外
に
於
け
る
船
舶
及
び
之
に
搭

ー
――
 

’
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載
す
る
貨
物
の
保
瞼
に
つ
い
て
云
ふ
所
を
問
く
に
｀
欺
米
各
國
に
は
特
保
瞼
の
方
法
あ
り
｀
而
も
一
令
祉
に
於
て
よ
く
船
舶
及
び
貨
物
に
刃
す

欧
米
に
て
は
判
保
院
な
分
割
保
阪
リ
ー
・
イ
ン
シ
ュ
ア
レ
ン
）

る
。
我
邦
に
於
て
も
航
路
を
撰
版
し
て
、
盛
ん
に
外
國
の
商
造
に
往
復
す
る
以
上
は
、
保
腕
を
附
せ
ざ
れ
ば
内
外
人
の
信
用
を
得
る
こ
と
能
は
な

會
社
卜
連
絡
ヲ
附
ケ
、
又
C

特
約
ヲ
結
ビ
、
以
テ
内
外
相
應
ジ
テ
條
瞼
ノ
事
業
ヲ
輝
営
ジ
、
将
来
二
於
ケ
ル

H
本
ノ
船
舶
及
ビ
貨
物
ヲ
安
全
ノ

位
控
己
直
ク
コ
ト
本
邦
ノ
誨
外
貿
易
ヲ
撰
張
ス
ル
ニ
付
キ
最
モ
紐
務
ナ
リ
ト
ス
』
ご
記
し
て
ゐ
る
。
航
路
を
揺
張
し
又
保
除
の
連
絡
を
附
く
る

王
同
時
に
粕
川
入
品
に
酎
す
る
荷
腐
替
の
途
を
開
き
、
以
て
金
融
の
機
闘
を
備
へ
ざ
る
べ
か
ら
す
と
し
て
．
第
一
一
一
の
泊
外
に
於
け
る
金
滋
を
學

げ
て
ゐ
る
。
即
ち
正
金
銀
行
叉
は
そ
の
他
の
銀
行
に
し
て
、
外
國
に
設
置
し
あ
る
支
店
又
は
出
張
所
は
僅
少
で
あ
っ
て
、
我
邦
外
國
貿
易
の
金
融

機
幽
は
十
分
さ
は
云
へ
ぬ
。
『
故
―
ー
政
府
＾
正
金
銀
行
・
日
本
銀
行
其
他
ノ
銀
行
ー
ー
勤
誘
シ
テ
外
國
ノ
銀
行
卜
「
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ス
」
ヲ
取
結

〈
シ
メ
Ir

以
テ
哉
邦
ノ
楡
出
品
＝
＿
勁
ス
ル
露
棒
ヲ
附
シ
、
叉
彼
國
ョ
リ
絵
入
ス
ル
貨
物
乞
詞
シ
テ
＾
直
チ
ニ
外
國
ノ
銀
行
二
於
テ
之
ガ
支
彿
ヲ

ナ
シ
、
又
ハ
外
國
―
-
＇於
テ
荷
翁
替
ノ
金
員
ヲ
交
付
ス
ル
ノ
途
ヲ
開
カ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
又
本
邦
ノ
銀
行
モ
亦
欧
米
ノ
銀
行
卜
連
絡
ヲ
附
ケ

伯
用
識
券
（
レ
ク
ー
•
オ
ブ
•
ク
レ
デ
ッ
ト
）
ヲ
疲
行
シ
テ
、
改
米
諸
國
及
支
那
•
印
度
・
森
洲
等
―
ー
於
ケ
ル
貿
易
ノ
金
融
機
闘
ヲ
具
備
ス
ル
ノ
筵
ヲ

開
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
』
さ
す
る
。
更
に
こ
れ
に
つ
い
で
．
第
四
に
羞
手
す
べ
き
も
の
は
『
海
外
二
支
店

スヽ
ニ
ア
リ
』
、

い
で
あ
ら
う
。

『
然
レ
ド
モ
此
ノ
如
キ
保
険
ハ
獨
リ
内
國
ノ
保
瞼
會
祉
―
一
於
テ
悉
ク
負
挽
シ
能
ハ
ザ
ル
大
量
函
不
ナ
ル
ガ
故
―
―
述
ー
一
欧
米
ノ
保
院

辰
ケ
叉
ハ
外
國
人
卜
組
合
螢
業
ヲ
為

嘉
外
貿
易
ヲ
盛
大
＝
ー
セ
ン
ト
欲
セ
＾
現
今
行
＾
ル
ル
委
托
販
}
双
ノ
方
法
ヲ
殷
止
シ
~
直
接
＝
ー
取
引
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
』

．

g論
じ
て
ゐ
る
、
海
外
に
支
店
を
設
け
、
叉
外
國
人
ご
組
合
螢
業
を
腐
す
に
は
。
外
國
貿
易
に
従
事
す
る
必
要
な
る
人
物
を
養
成
せ
ね
ば
な
ら

る
保
瞼
を
引
受
く
る
こ
さ
能
は
’ざ
る
も
の
が
あ
る
故
に
、

ヽ ー

ヽヽ
r -

/‘ 

の
方
法
が
ビ
ら
れ
て
ゐ

． ヽ



内
地
に
向
つ
て
翻
螢
す
べ
き
事
項
中
畜
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
同
業
絹
合
の
事
で
あ
る
。

9 -
，，ヽ

『
第
一
ョ
リ
第
五
＝
一
至
ル
油
外
貿
易
撰
張
ノ
準
備
整
ヒ
ク
リ
ト
雖
モ
宇
内

ノ
貿
易
ハ
年
ヲ
追
フ
テ
膨
脹
シ
、
咋
日
ノ
梢
況
〈
今
日
ノ
質
際
卜
異
ナ
ル
モ
ノ
ナ
＞
バ
、
常
＝
一
悔
外
貿
易
ノ
賓
況
ヲ
説
察
七
ザ
JV
ベ
カ
ラ
ズ
』
。

『
外
國
貿
易
ノ
概
闊
悉
ク
具
備
シ
・、
彼
國

ノ
市
場
＝
一
於
テ
我
貨
物
ヲ
盛
―
―
販
餃
セ
ン
ト
欲
セ
。
＾
先
ヅ
内
地
―
ー
於
ケ
ル
輪
川
口
皿
ノ
ロ
叩
質
ヲ
一
定
シ
、
外
國
―
―
於
テ
多
額
ノ
注
文
ヲ
受
ク
ル
モ

柳
力
供
給
＝
一
差
支
ナ
キ
マ
デ
ノ
準
備
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
』
『
然
ル
ー
ー
我
工
業
ノ
現
況
一
一
依
ど
＾
小
資
本
家
各
々
自
己
ノ
意
見
ヲ
以
テ
"
楡

愚
rrn
ヲ
製
造
ス
ル
ガ
故
二
‘
品
質
ノ
一
定
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
難
ク
、
叉
粗
製
濫
造
ノ
弊
多
ク
到
底
外
國
＝
一
於
ケ
ル
多
額
ノ
注
文
品
ヲ
供
給
ス
ル
コ
ト

能
＾
ズ
畜
膚
故
＝
一
輪
川
軍
要
品
＝
一
寸
一叉
同
業
糾
合
ヲ
設
ケ
、
組
合
ノ
規
約
＝
＿
依
リ
一
定
ノ
品
質
ヲ
保
絨
シ
、
粗
製
濫
造
ヲ
防
止
ス
ル
コ
ト
目
下

ノ
絲
務
ナ
リ
。
』
さ
す
る
。
同
業
組
合
を
設
樅
し
、
輸
出
品
の
製
造
法
を
一
定
な
ら
し
め
た
に
し
て
も
、
製
造
者
に
資
金
を
供
給
す
る
の
途
が
開

か
れ
ね
ば
、
貿
易
を
促
進
す
る
所
以
で
は
な
い
さ
し
、
そ
の
資
本
を
供
給
す
る
途
さ
し
て
、
興
業
銀
行
の
創
立
を
第
二
に
學
げ
る
。
同
業
組
合
を

設
樅
し
、
品
質
一
定
の
良
品
を
製
作
せ
ば
、
こ
れ
を
一
堂
の
中
に
陳
列
し
て
外
商
の
観
祝
に
供
し
、
併
せ
て
内
商
に
輸
出
品
購
買
の
便
を
典
へ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
商
工
業
降
盛
な
る
土
地
に
於
け
る
貿
易
品
陳
列
所
の
建
設
が
第
一
そ
一
に
、
主
張
さ
れ
る
。
第
四
に
は
外
國
貿
易
に
過
す
る
商

品
製
造
の
技
術
を
慇
IJ
す
る
エ
藝
學
校
、
第
五
に
は
外
國
貿
易
に
閥
す
る
欧
米
諸
國
の
艇
史
及
び
之
に
必
要
な
る
學
術
を
数
授
す
る
商
業
學
校

の
設
立
が
軍
要
親
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
第
六
に
は
『
商
業
會
議
所
ヲ
シ
テ
政
府
卜
人
民
ト
ノ
中
問
．―
-
立
テ
相
亙
ノ
意
見
ヲ
疏
通
セ
シ
ム
ベ
シ
』
こ

し
、
洵
外
貿
易
に
闘
す
る
法
按
又
は
事
叫
は
政
府
よ
り
會
議
所
に
諮
問
し
て
、
そ
の
意
見
を
具
巾
せ
し
め
、
會
議
所
よ
り
も
そ
の
意
見
を
上
中

か
く
て
第
六
の
海
外
説
察
の
重
要
性
が
學
げ
ら
れ
る
。

ぬ
。
こ
>
に
第
五
さ
し
て
洵
外
賓
業
練
習
生
が
ご
り
あ
げ
ら
れ
る
。

，， 



(2) 

ヽ

し
必
政
府
の
趣
旨
は
之
を
輝
由
し
て
、
営
業
者
に
周
知
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
業
會
議
所
の
本
分
は
貿
易
の
機
脳
た
る
こ
9
J

に
あ
る
と
す
る
。

• 

『
内
外
＿
＿
於
ケ
ル
我
商
品
ノ
情
況
ヲ
迅
速
＿
＿
熟
知
ス
ル
＾
我
誨
外
貿
易
ヲ
撰
張
ス
ル
ー
ー
賞
リ
尤
モ
緊
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
』
と
て
、
第
七
に
輪
出

品
商
況
報
告
の
必
要
を
學
げ
る
。
即
ち
『
政
府
(
外
ぎ
於
テ
^
在
外
領
事
克
訓
令
ヲ
窄
奴
シ
ヽ
外
國
ご
底
ケ
ル
我
楡
出
商
ノ
商
況
ー
E
付
キ
今
ご
ぱ

心
カ
ヲ
憲
シ
テ
精
細
適
切
ナ
ル
報
告
害
ヲ
送
ラ
シ
メ
、
叉
内
＝
一
於
テ
＾
・地
方
長
官
二
命
ジ
テ
、
北
ハ
商
品
ノ
製
造
及
販
疫
方
法
共
他
必
要
ナ
ル
事

項
ヲ
報
告
セ
シ
メ
、
曲
哀
商
務
省
―
ー
於
テ
、
之
ヲ
一
括
シ
テ
ー
小
冊
子
ト
シ
、
鉦
年
之
ヲ
在
外
領
専
佃
、
府
縣
鯰
商
11

叩
會
議
所
又
＾
賀
業
家
二
頒
布

ス
ベ
シ
』
と
し
て
ゐ
る
。

“ 
ヽ

以
上
の
如
き
貿
易
撰
張
方
法
は
日
浙
戦
後
経
螢
の
最
大
の
方
漿
と
し
て
、
明
治
二
十
九
年
よ
り
敷
ヶ
年
に
わ
た
り
、
滸
た
賓
施
賀
現
せ
ら
れ
、

な
ほ
そ
の
他
に
も
保
税
倉
庫
•
特
別
輪
出
入
泄
•
生
絲
直
輸
出
奨
励
法
・
輸
出
入
税
の
康
止
・
直
楡
出
入
の
奨
勘
等
幾
多
の
手
が
う
た
れ
た
。

H

清
戦
喰
直
後
、
曲
震
商
務
省
が
賓
施
せ
る
曲
哀
商
工
高
等
會
議
・
悔
外
商
況
説
察
・
悔
外
賓
業
練
習
・
滴
晶
見
本
の
痰
送
・
商
品
試
験
製
造
•
海
外

商
況
報
告
・
貿
易
陳
列
館
に
闘
し
て
は
、
紙
に
前
節
に
於
て
詳
説
し
た
か
ら
。
こ
A

で
は
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
き
説
明
し
た
い
こ
息
ふ
。

金
子
堅
太
郎
氏
は
明
治
二
十
八
年
中
に
「
戦
後
籾
済
の
方
針
及
び
機
漏
」
な
る
著
書
を
な
し
A

秘
書
類
社
所
掲
の
も
の
と
同
様
の
意
見
即
ち
外
國
に
向
ひ

て
は
六
項
~
内
地
に
向
つ
て
も
六
項
の
事
を
創
設
披
張
す
べ
し
と
力
説
し
ヽ
佛
國
の
外
國
毀
易
の
力
針
這
坐
商
に
し
て
畜
英
國
の
方
針
は
行
商
な
リ
°
我

が
邦
は
英
鼠
に
倣
ひ
て
、
行
商
の
方
針
を
取
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
と
論
ず
。
東
京
鐸
済
雑
誌
、
第
一
―
l
H
巻
八

0
-―
一
就
、
八
九
九
頁
。

闘
す
る
方
針
」

（
二
＝l
-

九
ー
ニ
六
五
頁
＞
。

m
秘
書
瀬
纂
、
穴
業
・
工
業
査
料
‘
一
八
六
頁
ー
一
九
六
頁
。

六
四

こ
の
考
（
は
金
子
氏
が
明

治
一
二
十
一
年
四
月
農
商
務
大
臣
と
な
っ
た
時
に
も
持
縦
さ
れ
た
。
金
子
堅
太
郎
、
繹
涜
政
策
（
明
治
一
―
ヱ
＇
五
年
）
中
に
救
録
さ
れ
た
る
「
我
湘
外
貿
易
に

「
坐
商
主
義
ど
行
商
主
義
と
を
論
じ
て
戦
後
の
綽
済
計
疫
に
及
ぷ
．
」
（
二
六
五
ー
ニ
七
一
1

一
頁
）
参
照
．



(3) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
外
國
貿
易
披
張
費
要
求
の
理
由
及
び
貿
易
品
陳
列
館
設

二

、

海

運

業

奨

願

施

設

G
止

，
 

六
五

陽
、
第
二
巻
―
-
＿
琥
）
参
照
。

H
荊
戦
確
に
際
し
・
日
本
郵
船
會
祉
そ
の
他
の
國
内
船
舶
は
殆
ど
全
部
を
徽
疲
し
て
も
な
ほ
足
ら
な
か
っ
た
の
で
＂
船
舶
の
充
賓
に
は
大
な

ろ
苦
心
が
彿
は
れ
た
。
郵
船
會
就
は
九
艘
を
購
入
し
て
御
用
船
に
供
し
畜
政
府
は
更
に
相
賞
船
舶
を
會
祉
名
義
に
て
購
入
す
る
こ
を
を
命
じ
、

叉
大
阪
商
船
會
疵
も
獨
並
汽
船
二
艘
を
購
入
し
i

又
別
に
四
艘
を
借
入
れ
て
、
軍
務
に
供
用
し
た
様
な
次
第
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
．
我
國
の
汽

oi 

船
線
噸
数
は
二
十
八
年
末
に
は
一
二
十
三
万
二
千
噸
に
上

b
'
戦
前
の
十
八
万
二
千
噸
に
絞
ぺ
て
、
十
五
万
噸
即
ち
約
二
倍
に
逹
す
る
の
激
増
を
見

た
。
呻
裟
に
於
け
る
問
題
さ
し
て
は
、
こ
れ
等
の
船
腹
を
千
和
的
貿
易
に
振
rり
向
け
る
こ
共
に
、
一
朝
事
あ
る
時
に
虚
し
、
萬
遺
漏
な
か
ら
し
め

『
（
前
略
）

ん
が
た
め
、
こ
れ
を
維
持
し
盆
と
撰
張
す
る
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
。
か
く
て
、
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
一
―
-El
航
海
奨
励
法
G

法
律
、
第
十
五

琥
）
、
造
船
奨
励
法
（
法
律
、
第
十
七
琥
）
が
彼
布
さ
れ
る
こ
こ
A

な
っ
た
。
航
栂
奨
励
法
は
第
八
議
會
に
於
て
衆
議
院
の
建
議
せ
る
法
案
に
も

さ
づ
き
｀
そ
の
趣
旨
は
白
根
遁
信
大
臣
の
議
會
殉
諜
中
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

帝
國
海
運
の
事
業
。
外
國
航
路
に
討
し
て
の

範
刷
は
僅
か
に
ア
ジ
ャ
近
海
の
間
に
止
ま
り
、
述
き
も
孟
買
を
踪
ふ
る
こ
こ
稀
な
り
畜
明
治
廿
七
年
の
統
計
に
拙
る
に
帝
捌
各
淀
に
川
入
せ
る

貿
易
船
の
噸
敷
は
外
國
船
八
十
八
に
劉
し
、
我
船
舶
は
十
二
に
過
ぎ
す
、
其
搭
載
の
数
額
を
比
較
す
れ
ば
、
外
國
船
九
十
に
酎
し
我
船
舶
は
十
に

過
ぎ
す
、
而
し
て
明
治
廿
七
年
間
の
運
賃
線
額
二
千
百
五
十
二
萬
闘
の
内
二
千
零
廿
七
萬
圃
は
悉
く
外
國
船
の
牧
得
す
る
所
さ
な
り
、
我
船
舶

の
得
る
さ
こ
ろ
僅
か
に
十
七
分
の
一
に
過
ぎ
す
~
此
一
例
を
以
て
見
る
も
、
航
海
奨
励
法
制
定
の
今

H

に
尤
も
必
要
な
る
は
論
を
侯
た
ざ
る
な

＼ヽ 

I. 

ーヽ
ヽ
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能
は
す
さ
璧
嬰
見
多
数
を
占
め
、
初
め
は
随
意
に
欧
洲
又
は
米
國
へ
航
海
を
試
み
る
も
の
に
は
畜

訛
金
を
輿
ふ
る
こ
さ
>
し
た
。
航
海
奨
励
法
第
一
條
に
は
『
帝
國
臣
民
叉
は
帝
國
臣
民
の
み
を
社
員
若
く
は
株
主
さ
す
る
商
事
會
社
に
し
て
自

己
の
所
有
に
専
属
し
帝
國
船
籟
に
登
録
し
た
船
舶
を
以
て
帝
國
ご
外
國
こ
の
間
又
は
外
國
諸
浩
の
間
に
於
て
貨
物
旅
客
の
運
搬
を
螢
業
さ
す
る

者
に
は
此
の
法
律
の
規
定
に
依
り
其
の
船
舶
に
討
し
航
悔
奨
勘
金
を
下
附
す
』
さ
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

造
船
を
盛
ん
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

『
帝
國
船
舶
は
二
十
七
年
末
に
至
り
千
四
百
六
十
五
艘
二
十
一
万
四
千
八
百
二
十
六
噸
の
簸数
に
逹
し
、
頗
る
進
歩
の
趨
勢
を
呈
し
た
る
が
如
し

さ
雖
も
、
共
船
舶
の
大
部
分
は
外
國
よ
り
睛
入
し
た
る
も
の
に
し
て
、
内
國
に
於
て
製
造
し
た
る
も
の
は
極
め
て
峯
々
た
る
を
免
が
れ
す
、
今

最
近
五
ヶ
年
間
に
登
録
し
た
る
船
舶
を
観
る
に
内
國
製
造
に
係
る
も
の
は
百
十
五
艘
二
万
七
千
九
百
七
十
三
噸
に
し
て
一
艘
の
平
均
噸
数
は
二

百
二
十
三
噸
に
過
ぎ
す
、
外
國
製
造
に
係
る
も
の
は
七
十
一
艘
十
三
万
九
千
三
百
十
噸
に
し
て
一
艘
の
平
均
千
九
百
六
十
二
噸
な
り
、
且
つ
一
千

噸
未
満
の
船
舶
は
内
國
の
造
船
所
に
於
て
之
を
製
造
す
る
を
得
れ
｀
ど
も
一
千
噸
以
ゾ上
の
も
の
に
至
り
て
は
、
概
ね
之
を
外
國
に
仰
ぎ
内
國
の
製

航
路
を
外
に
披
張
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
内
に
海
員
を
養
成
し
、

か
ん
さ
せ
し
も
、

こ
れ
は
凡
そ
一
百
餘
万
闘
の
保
誰
金
を
要
し
．

常
時
白
根
遁
信
大
臣
は
述
べ
て
日
＜

り
。
故
に
政
府
は
帝
國
こ
外
國
ビ
の
間
に
於
け
る
航
路
芸
く
は
外
國
諸
浩
の
間
に
於
け
る
航
路
に
対
し
一
般
の
奨
動
を
行
ひ
゜
廣
＜
航
路
を
虞

々
に
求
め
ん
さ
す
』
云
云
ビ
。
而
し
て
航
路
奨
動
に
は
一
般
奨
励
さ
特
別
奨
勤
さ
が
あ
り
~
特
別
奨
励
は
航
路
の
難
易
緩
急
に
應
じ
特
別
助
長

金
を
航
業
者
に
交
付
せ
ん
こ
せ
る
も
の
で
、
ま
づ
濠
洲
・
孟
買
・
浦
盤
斯
徳
・
ゴ
ル
サ
コ
ツ
フ
の
四
航
路
を
指
定
し
、
特
別
奨
励
を
行
は
ん
ご

し
た
。
他
は
一
般
奨
励
マ
J

し
て
、
こ
の
航
海
奨
励
法
の
規
定
に
よ
り
行
は
ん
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
欧
米
面
航
路
を
も
特
別
奨
励
に
よ
っ
て
聞

骨
国
時
の
我
が
國
の
船
舶
及
び
海
員
の
抜
俯
に
て
は
辿
も
好
結
果
を
牧
む
る

一
般
奨
励
法
の
定
む
る
所
に
よ
り
相
賞
の
似

六
六

ー
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噸

六
七

造
に
係
る
も
の
は
僅
に
一

‘・
ニ
艘
に
過
ぎ
す
、
故
に
航
高
の
専
業
を
猿
張
し
て
、
國
力
の
培
進
を
計
ら
ん
こ
欲
せ
ば
造
船
の
事
業
を
奨
励
す
る
に

あ
ら
す
ん
ば
終
に
其
目
的
を
逹
す
る
能
は
ざ
る
も
の
ご
確
信
す
』
さ
。
か
ヽ
る
主
旨
の
下
に
出
さ
れ
た
造
船
奨
励
法
は
そ
の
第
一
條
に
『
帝
國
臣

民
叉
は
帝
國
臣
民
の
み
を
祉
員
若
く
は
株
主
さ
す
る
裔
康
會
就
に
し
て
選
信
大
臣
の
定
む
る
衰
格
を
備
ふ
る
造
船
所
を
設
け
、
船
舶
を
製
造
すc
 

る
者
に
は
此
の
法
律
規
定
に
依
り
、
共
の
製
造
船
舶
に
討
し
造
船
奨
励
金
を
下
附
す
る
』
事
が
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
5

こ
の
奨
励
法
に
闘
し
て
は

兎
角
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
忽
ち
現
は
れ
、
船
舶
は
驚

V
べ
き
怠
速
度
を
以
て
鉛
11

加
し
た
。
二
十
九
年
よ
り
三
十
五
年
に
至
る
間

に
上
掲
の
如
く
艘
敷
・
噸
数
を
増
加
し
て
ゐ
る
。

即
ち
一
二
十
五
年
を
二
十
九
年
に
比
較
せ
ば
ぶ
益
翠
に
於
て
、
五
十
六
艘
、
線
噸
数
に
於

て
二
十
万
四
千
百
六
十
七
噸
の
培
加
に
し
て
、
噸
敗
壻
加
の
割
合
は
六
年
間
に
七
割
八

分
に
逹
し
て
ゐ
る
。
叉
船
舶
の
性
質
及
び
栢
造
上
に
於
て
も
5

者
大
な
る
進
歩
を
な
し
、

航
榔
奨
励
法
及
び
造
船
規
定
に
合
格
し
た
る
年
々
の
汽
船
は
上
掲
の
如
く
で
あ
っ
た
d

即
ち
六
年
間
に
十
八
万
噸
以
上
の
布
力
な
る
船
舶
を
増
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
郵
船
舎
祉
は
御
用
船
勘
定
に
恥
す
る
利
盆
金
を
以
て
悔
外
航
路
抵
張
代
に
充
て

て
欧
洲
航
蹄
を
開
く
に
決
し
、
二
十
九
年
三
月
吐
佐
丸
を
横
濱
よ
り
帥
戸
・
下
闘
・
香

池
・
コ
ロ
ン
ボ
・
孟
買
．

9
ー
ト
セ
ッ
ト
諸
浩
を
経
て
、
ロ
ン
ド
ン
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ

向
け
川
航
せ
し
め
て
ゐ
た
。
こ
仇
我
國
汽
船
の
欧
洲
航
路
の
最
籾
で
あ
っ
．た
。
又

H
本

'ヽ

＇ 

I‘. 
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六
噸
）
で
あ
っ
た
。

那
船
會
社
は
二
十
九
年
八
月
香
池
・
シ
ャ
ー
ト
ル
線
を
開
き
。
同
十
月
に
は
濠
洲
ア
デ
レ
ー
ト
線
を
開
い
た
9

又
三
十
二
年
十
月
に
は
新
に
上

油
・
芝
架
・
天
津
間
に
師
週
一
回
の
定
期
航
海
が
開
か
れ
る
こ
こ
A

な
り
、
大
阪
商
船
會
社
も
二
十
九
年
五
月
ま
で
神
戸
、
基
隆
間
、の
航
路
を
開

き
、
次
い
で
三
十
年
三
月
に
は
台
問
総
督
府
の
柚
助
を
得
て
、
台
潤
闊
係
の
五
航
路
を
開
き
、
三
十
一
年
に
は
浙
國
拗
子
江
線
、
三
十
二
年
四

月
に
は
淡
水
香
造
線
~
同
五
月
に
は
渓
口
宜
昌
線
に
絨
々
就
航
し
た
。
恰
も
二
十
九
年
七
月
浅
野
線
一
郎
・
澁
澤
榮
一
•
原
六
郎
・
塚
原
周
造

等
に
よ
り
資
本
金
七
百
五
十
万
闘
の
東
洋
汽
船
會
社
が
設
立
さ
れ
、
や
が
て
横
濱
・
桑
浩
間
の
開
航
こ
も
な
っ
た
。
か
く
の
如
<
H
消
戦
後
数

年
に
し
て
我
が
國
悔
述
栗
に
三
大
會
祉
の
鼎
立
を
見
、
一
大
飛
躍
を
遂
げ
た
こ
さ
ば
特
箪
す
べ
く
、
こ
れ
が
直
接
・
間
接
に
外
國
貿
易
を
助
け
た

こ
さ
は
云
ふ
点
で
も
な
い
。
次
に
明
治
三
十
五
年
度
に
於
け
る
汽
船
四
十
三
艘
十
八
万
七
千
噸
の
内
特
定
命
令
航
路
に
使
用
せ
ら
る
A

船
舶

さ
~
純
然
た
る
奨
励
法
の
下
に
使
用
せ
ら
るA
船
舶
さ
を
駆
分
す
れ
ば
畜
前
者
は
二
十
九
艘
（
一
四0、

1
一
五
四
噸
）
後
者
は
十
四
艘
盆
笑
、
七
四

命
令
航
路
に
使
用
せ
ら
れ
し
船
舶
の
船
、
王
は
、

H
本
郵
船
・
東
袢
汽
船
・
大
阪
商
船
・
大
家
汽
船
で
あ
り
、
奨
拗
法
の
下
に

航
海
せ
し
船
舶
の
船
ヽ
王
は
日
本
郵
船
＂
三
井
物
産
・
三
菱
合
衰
・
大
阪
商
船
で
あ
っ
た
。

航
悔
・
造
船
の
二
奨
動
法
に
依
つ
て
支
給
さ
れ
た
柚
助
金
は
初
年
度
の
明
治
二
十
九
年
に
は
僅
に
十
三
万
四
千
七
百
闘
に
過
ぎ
な
か
つ
た

が
、
翌
二
十
年
に
は
五
+
―
―
―
万
八
千
七
百
圃
に
上
り
、
三
十
三
年
に
は
一
躍
し
て
四
頁
十
三
ガ
ニ
千
六
百
圃
、
三
十
五
年
に
は
六
百
十
―
―
―
ガ
ニ

千
五
百
圃
に
逹
し
た
。
航
海
奨
励
金
を
う
く
る
も
の
は
日
本
郵
船
・
三
井
物
産
・
三
菱
合
資
等
で
あ
り
。
造
船
奨
励
金
を
受
く
る
も
の
は
三
菱

造
船
所
・
大
阪
鐵
工
所
・
川
崎
造
船
所
・
石
川
島
造
船
所
等
で
あ
っ
た
。
又
明
治
三
十
五
年
に
つ
い
て
見
る
に
船
路
助
成
を
う
く
る
も
の
は

H

本
郵
船
の
欧
洲
線
、
シ
ャ
ト
ル
線
．
i

深
洲
線
、
孟
買
線
"
束
洋
近
海
及
ぴ
内
地
沿
岸
航
線
で
ぁ
り
畜
東
洋
汽
船
會
就
の
香
池
桑
浩
線
、
大
阪
商

六
八
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(7) 

船
の
揚
子
江
線
、
台
渭
及
南
消
線
、
神
戸
韓
國
線
、
大
家
七
手
の

H
本
海
線
、
大
東
汽
船
広
ヱ
4

海
・
鮮
州
抗
州
線
で
あ
っ
た
。
航
路
・
造
船
の

戸
裔
は
そ
り
も
な
ほ
さ
す
、
貿
易
の
壼
翠
助
長
す
る
も
の
で
あ
り
．
且
つ
は
そ
れ
を
裏
附
け
る
も
の
と
一云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

｀ 

(5). (3) 

•
一

ヽ

-

大
陽
、
第
二
巻
四
琥
‘
八
九
0
頁
。
こ
の
法
案
及
び
航
海
奨
動
法
案
説
明
書
は
、
秘
書
類
纂
‘
穴
業
・
工
業
資
料
、
五
五
頁
ー
六
六
頁
に
あ
り
。

大
陽
、
節
二
巻
四
琥
、
八

J
L
O頁
。

大
陽
、
第
二
巻
四
賊
、
八
九
二
頁
。

例
へ
ば
、
田
口
卯
吉
は
「
航
海
保
課
」
と
題
し
、

臨
、
四
四
七
頁
。

H
本
郵
船
株
式
會
祉
社
長
森
岡
昌
純
は
、

へ
民
に
藉
り
、
以
て
奨
励
金
を
取
得
せ
ん
こ
と
を
謀
る
も
の
あ
る
を
恐
れ
、

る
。
秘
書
類
纂
‘
貨
業
・
工
業
資
料
‘
六
七
頁
ー
六
九
頁
。

向
烈
i

航
悔
造
船
堡
課
の
結
果
、

東
京
繹
醤
雑
誌
、
第
四
八
巻
―
―
ー
ニ
琥
‘
-
0
七
一
頁
。

1011

鶴
見
左
吉
雄
、

H
本
貿
易
史
綱
‘
=
=
-
＿
二
頁
、
三
＝
―
-
三
頁
。

，ー
，

＇ー

，

l

l

-

、
保
税
倉
庫
の
設
躍
と
生
絲
輸
出
奨
願
法

（
イ
）
保
税
倉
庫
の
殷
置

従
来
「
借
庫
規
則
」
な
る
も
の
が
行
は
れ
C
ゐ
た
が
盲
そ
れ
は
外
國
人
を
本
位
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

日
浦
載
後
の
貿
易
仲
張
の
一
策
こ
し
―
L

「
保
税
／
届
庫
法
」
が
明
法
三
十
年
三
月
二
十
六
日
法
律
第
十
五
就
を
以
C
公
布
さ
れ
、
邦
人
の
捻
め
に

(2) り
向
⑨

、
法
令
全
害
、
朋
治
二
十
九
年
、
上
巻
。

拿 ． ， 
,.. 

，
 

己
｀

．
 

、ノ

六
九

（
明
治
三
六
年
ー
ニ
月
五

H
)

そ
れ
は

H
本
郵
船
を
結
局
保
譲
す
る
も
の
な
り
と
論
じ
て
ゐ
る
。
東
京
細
浣
雑
誌
、
第
一
―
―
―
―
一
巻
八
一
七

選
信
大
臣
黒
田
清
隆
宛
に
、
「
航
悔
漿
動
案
二
付
卑
見
具
朕
書
」
を
出
し
、
名
義
を
帝
國
臣

奨
動
金
支
給
の
割
合
上
級
の
船
船
に
蔑
く
、
下
扱
の
船
舶
に
厚
し
と
難
じ
て
ゐ

．
 

ヽ

｀` 

，， 

．
 

ノ
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ヽ
‘、

r
 
！
 

楡
入
手
敗
未
洲
訳
物
を
蔵
協
ぜ
し
め
ん
こ
す
3
に
至
っ
た
。
同
年
1

ハ
月
に
は
大
蔵
省
令
第
九
就
を
以

c施
行
細
則
を
定
め
ら
れ
、
同
年
七
月
一

尤
も
俯
彫
は
既
に
邦
人
に
も
利
用
さ
れ
、
又
本
法
施
行
富
時
「
借
庫
規
則
」
も
依
然
効
力
を
生
じ
［
ゐ
て
、
そ
れ
が
自
然
泊
滅
"J.J

な
っ
た
の

は
明
治
三
十
二
年
八
月
四

H
改
正
條
約
及
び
馘
税
注
の
施
行
を
侯
つ
て
ゞ
あ
る
か
ら
、
保
税
倉
庫
法
が
内
外
人
に
一
律
に
遥
用
さ
れ
た
の
は
こ

の
時
か
ら
竺
本
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
i

此
の
保
祝
倉
庫
制
が
設
け
ら
る
A

や
、
各
税
闘
で
は
官
設
伽
祝
倉
彫
を
設
樅
し
た
が
、
極
く
小
規
模
な
も
の

で
、
本
制
度
創
設
後
附
三
年
間
は
尚
人
間
に
其
の
利
便
が
細
悉
さ
れ
な
か
っ
た
こ
マ
J‘

慣
行
に
制
せ
ら
れ
、
例
へ
ば
横
濱
の
如
き
に
於
て
は
、

波
止
場
取
引
さ
て
外
糊
が
納
税
し
て
内
廊
に
阪
浪
す
恨
行
あ
る
こ
こ
、
頂
詭
券
に
脳
す
る
取
扱
が
厳
重
な
る
こ
こ
、
倉
敷
料
が
全
國
一
率
な
る

為
め
地
方
に
依
つ
て
は
、
市
中
李
よ
り
消
し
く
古回
李
で
あ
っ
た
こ
こ
等
に
よ
っ
て
、
休
枕
倉
彫
制
の
利
用
賀
糾
は
徴
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な

ほ
保
税
倉
即
は
官
認
の
外
、
私
敗
の
も
の
も
認
め
ら
れ
た
が
、
本
制
が
設
け
ら
れ
で
、
間
も
な
く
私
設
の
作
祝
危
廂
の
方
が
よ
り
多
く
利
用
、さ
れ

る
竺
本
ふ
形
勢
を
示
し
た
。
そ
れ
は
さ
も
か
く
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
貿
易
が
促
進
さ
れ
た
こ
こ
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

（
口
）
生
絲
輸
出
奨
励
法

直
輸
出
殊
に
生
絲
輸
出
の
促
進
策
は

H
術
載
後
に
於
て
最
も
痛
感
さ
れ
た
誅
題
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
三

月
政
府
は
生
絲
直
輸
出
奨
勘
法
案
を
衆
議
院
に
提
出
、
同
年
四
月
二
十
二

HInJ
法
の
制
定
を
見
し
も
の
で
あ
る
。

2

そ
の
雌
一
條
に
は
「
帝
國
臣

菱
は
帝
國
臣
民
の
み
を
祉
員
若
く
は
株
主
さ
す
る
商
墨
會
祗
に
し
て
、
左
の
條
件
を
具
備
す
る
生
絲
を
外
國
に
直
輯
出
じ
た
る
者
に
は
此
の

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
生
絲
直
輸
出
奨
励
金
を
下
附
す
』
こ
規
定
し
て
ゐ
る
。
施
枯
期
刷
は
明
治
三
十
一
年
皿
月
一

H
以
降
揺
五
ケ
年
間
吃
仁
心

め
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
法
律
は
帝
國
臣
民
又
は
帝
國
臣
民
の
み
を
社
員
若
く
は
株
主
こ
す
る
滴
専
會
社
に
し
て
、
帝
國
内
に
於
て
製
造
し
た
る

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

七

0



., 

(1) 

反
酎
が
あ
っ
た
。
即
ち
英
は
此
法
律
が

H
英
新
條
約
に
辿
反
す
る
も
の
な
り
こ
な
し
、

.• 七

生
絲
な
る
こ
fA

、
登
録
商
椋
を
貼
付
し
た
る
生
絲
な
る
こ
こ
、
生
絲
桧
査
所
の
桧
査
を
続
て
一
・
ニ
・
三
等
に
該
営
す
る
生
絲
五
ー
百
斤
以
上
な

る
こ
さ
の
三
條
件
を
具
伽
せ
る
生
絲
を
外
國
に
直
輸
出
す
る
に
際
し
1

百
斤
に
つ
き
一
等
五
十
側
、
二
等
三
十
皿
、

．q
一
等
二
十
制
の
奨
励
金
を
‘

下
附
す
る
こ
さ
A

せ
し
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
尉
し
徒
努
に
し
て
且
つ
濫
費
に
さ
ゞ
ま
る
幽
心
案
な
り
ど
の
反
鉗
も
あ
り
、

I
千
く
も
横
沼
の
外

國
人
の
商
業
舎
議
所
に
て
反
釘
蓮
動
が
起
り
、
上
悔
に
て
も
反
封
の
蜂
が
學
つ
た
。
こ
れ
等
在
留
外
商
の
運
動
を
背
後
に
し
て
、
英
米
面
同
の

『
倫
敦
商
業
會
議
所
は
同
同
外
務
大
臣
に
具
巾
す
る
所

8
 

あ
り
、
邦
人
中
に
も
同
條
約
ビ
面
立
せ
ざ
る
を
嶺
見
し
、
股
止
の
必
要
を
訟
く
も
の
』
が
あ
っ
た
。
例
へ
ば
「
東
京
翻
洲
雑
誌
」
第
八
八
三
銚

は
『
生
絲
直
輸
出
奨
励
法
を
殷
す
べ
し
』
ご
の
論
説
を
掲
げ
、
改
正
條
約
中
に
は
日
本
人
の
船
舶
に
よ
る
と
外
國
人
の
船
舶
に
よ
る
ご
に
拘
ら

す
、
之
に
課
す
る
に
同
‘一
の
輸
出
祝
を
以

c
し
、
又
之
に
許
す
に
同
一
の
奨
即
金
井
に
税
金
彿
戻
の
こ
さ
を
以
て
す
べ
し
こ
の
文
言
が
あ
る
か

ら
、
こ
れ
さ
衝
突
す
る
様
な
法
令
は
辿
く
べ
き
で
あ
る
f
J

す
る
。
併
し
乍
ら
よ
り
強
き
反
尉
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
政
府
の
抗
議
で
あ
っ
た
。
同

國
闊
務
省
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
同
法
は
一
八
九
四
年
の
條
約
に
よ
っ
て
猿
栂
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
尚
顧
を
阻
告
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
に
あ

る
。
結
屈
口
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
政
府
の
公
式
的
抗
締
に
誤
少
し
、
明
治
三
十
一
年
五
月
―

-+1ハ
H
（
一
八
九
八
年
五
月
二
十
五
日
）
遂

に
之
を
康
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
質
施
後
値
か
に
ニ
ヶ
月
3

朝
令
暮
改
、

「
大
拗
」
誌
上
・に
は
『
近
頃
笑
止
の
至
り
な
り
』
．f
こ

批
評
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
笑
止
ど
こ
ろ
か
賓
は
、
如
何
に
し
て
直
輯
出
を
促
進
せ
ん
か
、
こ
鉛
践
た
る
歩
み
を
つ
ゞ
け
し
、
丑
古
閲
の
象
盆
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

法
令
全
帯
、
即
治
―
―
-
0
年
、
上
巻
畜
―
―
一
月
分
、
二
阻
頁
。
束
ぶ
翻
祈
雑
誌
、
第
一
一
＿
五
巻
、
八
六
六
細
、
三
六

0
頁。



0,虻

＞
 

(11) 

七
頁
。

法
令
全
杏
、
朋
治
ー
―

-
0
年
、
四
月
分
、
九
九
頁
。

向
東
京
稗
済
雑
誌
｀
第
一
ー
ー
五
巻
、
八
七

0
臨
、
五
ー
―
―
―
-
＿
頁
、
五
一
二
四
頁
。

の
⑦
生
絲
直
輸
出
法
を
叛
す
べ
し
。
東
京
鯉
浣
雑
誌
、
第
一
ー
一
六
巻
、
八
八
ー
ー
ー
就
。

⑧
横
禎
開
港
五
十
年
史
、
五
四
八
頁
。
日
本
訟
絲
業
史
、
第
一
巻
生
絲
貿
易
史
、
二
六
阻
頁
に
も
同
様
の
記
衷
あ
り
。

猪
谷
薯

一、

H
本
貿
易
論
｀

1

七
五
頁
。
生
絲
直
桧
山

1
0
C
f.
 Pa
p
e
r
s
 
r
o
l
a
t
m
g
 t
o
 
f
o
r
e
i
g
n
 relation, 
o
f
 t
h
e
 

(5) (4) (3) (2) 

大
蔵
省
船
、
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
四
八
ニ
ー
五
一
＿
一
頁
。
大
蔵
省
編
、
明
治
大
正
財
政
史
~
第
八
巻
、
七
ー
―
-
＝
ニ
ー
七
六
一
頁
。

樅
濱
税
脳
沿
革
、
一
―

1
0四
ー
―
―

1
0
八
頁
。
日
本
倉
即
業
史
、
四
ー
―

1
0頁
。

法
令
全
書
、
明
治
ー
―

-
0
年
上
巻
、
四
月
分
、
九
五
頁
。

興
會
は
二
十
六
年
第
四
議
會
に
直
輸
出
奨
動
案
を
提
出
し
た
が
決
議
を
見
ず
、
一
―
―
十
年
に
至
り
雨
院
を
通
過
し
た
。

奨
閻
法
の
険
止
、
東
｛ぶ
細
浣
雑
誌
、
第
＝
＝
七
巻
、
九

0
九
賦
、
一
五
頁

大
陽
、
第
四
巻
、

四

、

貿

易

港

安
政
五
年
の
五
ヶ
國
條
約
に
よ
り
下
田
・
箱
舘
•長
崎
の
外
に
紳
奈
川
・
新
潟
・
兵
即
が
開
か
れ
、

、

下
田
は
殷
せ
ら
れ
た
が
、

崎
・
・函
舘
（
安
政
六
年
六
月
1

l
H
開
港
）
紳
戸
（
慶
應
＝
―
ー
年
十
二
月
七
日
開
港
）
新
潟
盆
朋
治
元
年
十
一
月
十
九

H
開
港
）
の
外
、
開
市
で
あ
っ
た
大
阪
が
．

戻
應
一
二
年
十
二
月
に
開
泥
場
に
指
定
さ
れ
、
爾
杢
ハ
泥
が
外
國
貿
易
の
た
め
斥
開
か
れ

て
ゐ
た
。
然
る
に
明
治
十
六
年
十
二
月
に
従
米
の
慣
例

一
三
跛
、
六
1

一頁。

の

開

設

G
明
治
一
―
―
ー
年
六
月
二

0
日
）
u
.
 
s
.
 
1
8
9
8疇

p
p
.
4
3
8
1

4
4
9
.
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七

J' 
ヽ

横
泊
•
長

；
 

，
 

明
治
二
十
五
年
軍
絲
改
良
の
目
的
に
て
、
地
方
露
業
者
と
一
部
代
議
士
と
の
組
織
せ
る
璽
絲
業
振

樅
濱
開
港
五
十
年
史
、
下
巻
、
五
四

ー



に
よ
り
沿
岸
陪
所
で
行
は
れ
て
ゐ
た
朝
鮮
貿
易
を
厳
原
・
下
闘
・
博
多
の
三
浩
に
限
り
、

ーヒ

・
沼
田
C

石
見
）
の
六

本
邦
人
所
有
船
舶
の
出
入
及
び
貨
物
租
卸
を
許
さ

れ
、
降
つ
て
二
十
二
年
七
月
に
は
、
特
別
輸
出
港
規
則
の
疲
布
に
よ
っ
て
、
米
・
委
・
変
粉
・
石
炭
・
硫
黄
の
五
品
を
海
外
へ
輪
用
す
る
た
め
に

四
日
市
・
下
闘
・
博
多
・
門
司
・
ロ
ノ
津
・
三
角
・
伏
木
・
小
樽
の
諸
港
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
二
十
三
年
一
＿
一
月
に
佐
須
奈
・
鹿
見
＂
二
十
四

年
一
月
に
は
釧
路
を
加
へ
、
二
十
六
年
三
月
に
は
露
領
浦
握
斯
徳
及
び
朝
鮮
貿
易
の
た
め
宮
津
を
、
叉
明
く
る
二
十
七
年
五
月
に
は
露
領
浩
誨

薩
吟
連
島
及
び
朝
鮮
貿
易
の
た
め
、
伏
木
・
小
樽
を
、
箭
國
貿
易
の
た
め
、
那
覇
を
定
め
た
。
併
し
な
が
ら
、
楡
出
入
泄
さ
云
ふ
は
上
記
六
泥

に
限
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
。
日
清
戦
後
経
螢
さ
し
て
、
大
い
に
貿
易
撰
張
の
計
ら
れ
た
際
に
、
こ
れ
で
は
不
便
．．
窮
屈
な
る
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
つ

た
。
明
治
二
十
九
年
一
1

一
月
法
律
第
十
八
琥
を
以
て
「
開
浩
外
＿
＿
於
テ
外
國
貿
易
プ
為
船
舶
出
入
及
貨
物
輸
出
入
ノ
件
―
品
躙
ス
ル
法
律
」
が
定
め

ら
れ
、
同
年
十
月
二

H
勅
令
を
以
て
博
多
（
筑
前
）
・
唐
津
（
肥
前
）
．

n
ノ
津
Q

肥
前
）
・
敦
賀
（
越
前
）
・
境
（
伯
老
）

淮
が
定
め
ら
れ
た
。
開
瑞
場
を1ハ
港
に
限
る
の
は
不
足
で
あ
る
が
~
而
も
故
な
く
外
國
人
に
開
浩
場
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ

A

に
於
て
、

特
に
日
本
臣
民
に
眼
り
、
何
れ
の
國
に
酎
し
て
も
、
自
由
に
輸
出
入
を
な
す
こ
こ
を
得
る
た
め
と
、
此
の
六
池
を
指
定
す
る
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。こ

の
明
治
二
十
九
年
十
月
に
指
定
さ
れ
た
開
港
外
の
貿
易
浩
即
ち
特
別
轍
出
入
港
と
、
先
に
二
十
二
年
七
月
の
特
別
輪
出
浩
規
則
に
よ
り
て

設
定
さ
れ
た
下
ノ
闊
・
博
多
・
小
樽
・
伏
木
・
ロ
ノ
津
・
唐
津
．

i翌
闊
・
三
角
•
四H
市
及
び
釧
路
の
十
一
態
と
は
如
何
な
る
黙
に
相
違
が
あ

一
々
開
港
場
に
ま
で
渾
び
米
り
て
、
税
幽
の
桧
査
を
う
く
る

る
か
さ
云
ふ
尺
特
別
輪
出
泄
は
附
近
の
生
産
物
を
海
外
に
輸
出
す
る
に
骨
田
り
、

煩
を
避
け
し
め
ん
が
た
め
に
、
特
に
附
近
税
闘
よ
り
出
張
所
を
設
け
、
内
國
臣
民
に
限
り
、
此
等
の
各
浩
よ
り
直
ち
に
冊
界
何
れ
の
國
ヘ
―向
つ

／ー

、',

’
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て
も
詔
慈
に
輸
川
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
財
し
開
池
外
の
貿
易
港
た
る
特
別
輸
出
入
渉
は
内
國
人
に
限
る
事
、
及
び

魯
界
に
討
し
、
輪
川
す
る
を
得
る
こ
さ
は
同
一
な
る
も
、
彼
は
輸
川
の
み
に
限
り
、
こ
れ
は
輸
出
入
さ
も
に
な
し
得
る
の
差
述
が
あ
る
。
而

し
て
特
別
輸
出
港
に

て
は
、
米
・

変

．
喜

・
石
炭
・
硫
黄
等
の
輪
出
を
な
す
も
の
は
、
外
國
人
の
始
舶
を
屈
ふ
こ
さ
を
得
る
制
度
で
あ
っ
た

が
、
特
別
輪
川
入
池
で
は
如
何
な
る
名
義
を
用
ふ
る
も
．
外
國
人
所
有
の
船
舶
は
北
ハ
港
に
入
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
み
云
ヘ

ば
、
特
別
楡
出
港
は
特
別
輪
出
入
浩
よ
り
も
大
な
る
船
利
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ご
云
へ
る
。
而
し
て
博
多
・
ロ
ノ
津

・
屑
津
の
三
港
は
特
別

輸
出
浩
よ
り
特
別
輪
出
入
浩
に
昇
進
せ
る
も
の

yJ
論

且
つ
特
別
輪
出
油
の
資
格
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
叉支那
•
朝
鮮
・
露領
を
限
つ

て
輪
出
入
を
許
さ

れ
た
も
の
が
あ

っ
た
こ
さ
は
、
先
に
示
し
た
が
、
こ
れ
等
の
限
國
輸
出
入
浩
の
中
・
下
ノ闘
・
博多
・厳
原
・
鹿
見
•
佐
須
9

奈
の
五
浩
は
団
鮮
貿
易
の轍
出
入
褥

小
樽
・
伏
木
•
宮
津
は
朝
鮮
貿
易
及
び
露
領
貿
易
の
た
め
の
輸出
入
港
、
那
覇
は
支
那
貿
易
の
為の
輪

こ
の
九
渉
は
内
國
人
に
限
る
こ
さ
A

輸
出
入

ど
も
自
由
な
る
こ

と
A

ま
、
特
別
輪
出
入
浩
ご

同
じ
で
あ
る

が
、
限
國
な
る

出
入
浩
で
あ
っ
た
。

ヽ

．
 

詈

於
て
、
特
別
絵
出
入
港
の
全
樅
界
に
制
限
の
な
い
の

贔

辿

し
て
喜
。

‘

/
 

ヽ

懇
菜
ノ

闘
．

塁

•
小
樽
犀
喜
四
浩
は
、

限
國
轍
出
入
唇

し
て
特
別
輪
出
浩
で
あ
っ
た
が、
その
中
、博
多
がこ
の
時
か
ら
、
特
別

篇

富
ど
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

専
ら
特
別
輪
出
浩
た
り
し
も
の
は
、
ロ
ノ
庁

門
司
・
唐
津
・室
繭
・
三角
•
四
日
市
・
釧路で
あ
っ
た

が
畜

そ
の
中
肝
津
．
n

ノ

沖
は
昇
進
し

て
特
別
輸
出
入
浩
さ
な
っ
た
。
叉
専
ら
限
國
輸
川
入
港
た
り
し
も
り
は、
菩
に
依り
厳
原
・鹿
見
•
佐

り

須
奈
•
宮
津
・
那
覇
で
あ
っ
た
。

／

ー

誓

の

如

く

日
消
戟
雫
以
後
に
於
て
、
多
藪
の
貿
易
態
が
間
か
れ
｀
貿
易
浩
が
整
備
拭
充
さ
れ
た

こ
丘
注
目
す
べ
さ
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦

! ~ 

七
四

、＇
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駿
河
國
餅
水

閃
前
閾
門
司

筑
前
囚
博
多

覇
（
甜
祈
國
）

尾
匹
巫
國
武
翌

肥
前
料
康
津

琉
球
國
那
覇

石
見
國
浪
田

伯
秤
國
採
丹
後
國
宮
沖

伊
努
凪
囮

Hiii
長
門
國
下
ノ
梱

而
し
て
一
方
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
條
約
改
正
は
、
明
治
二
十
七
年
日
英
通
商
航
悔
條
約
の
公
布
に
引
絨
い
て
、
北
ハ
他
の
諸
國
と
の
間
に
も
締

結
さ
れ
、
七
月
か
ら
そ
の
寅
施
の
運
び
さ
な
り
、
新
定
の
闘
税
法
も
八
月
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
さ
ヽ
な
っ
た
。
か
く
て
新
聞
浩
へ
の
様
運
が

熟
し
つ
A

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
年
六
月
新
た
に
駿
河
國
浙
永
・
伊
勢
國
四

H
市
・
能
登
國
七
尾
が
三
十
一
年
五
月
に
は
三
角
池

が
特
別
轍
出
入
浩
と
し
［
追
加
さ
れ
た
。
而
も
新
た
な
る
闊
税
法
の
質
施
に
よ
り
新
た
に
貿
易
渉
を
定
む
べ
か
ら
ざ
る
こ

t
A
な
り
、
こ

れ
に

っ
い

C
は
稲
た
の
意
見
も
あ
っ
た
。
因
み
に
沖
5

時
の
浩
名
と
池
別
さ
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

開
港
1
1
横
禎
・
紳
戸
・
大
阪
・
長
崎
・
函
館
・
新
潟

相
手
届
に
制
限
な
き
特
別
諭
出
入
港1
1

博
多
・
崩
津
・
ロ
沖
・
敦i
t．
接
・
濱
I
l
l．
叫
叩
水
•
四H
市
・
七
尾

相
手
國
に
制
限
あ
る
特
別
諭
出
入
港1
1

下
脳
．
拇
多
・
巌
原
・
鹿
見
•
佐
須
奈
（
以
上
封
戟
鮮
）
・
小
樽
・
伏
木
•
宮
沖
（
以
上
到
朝
鮮
及
媒
領
煎
訊
亜
）
・
那

特
別
監
出
港
1
1
凹

H
市
・
下
凪
．
栂
多
・
門
司
・
ロ
沖
・
康
沖
・
三
角
・
伏
木
・
小
樽
・
室
歯

そ
の
中
、
従
来
の
間
池
場
さ
特
別
輪
出
入
池
は
賞
然
に
新
闊
油
と
な
る
べ
き
も
、
そ
の
他
に
つ
い
て
如
何
な
る
範
固
に
於
C
間
池
さ
す
る
や
意

゜

見
も
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
七
月
十
三
日
勅
令
第
三
百
四
十
二
琥
を
以
―
L

。
従
来
の
間
浩
の
外
に
新
た
に
二
十
ニ
ヶ
所
の
新
開
池
の
指
定

を
な
し
、
今
や
我
が
國
の
開
港
は
新
咲
合
し
じ
、
二
十
布
八
個
の
多
き
に
及
ぶ
に
至
っ
た
。

翌
前
國
ロ
ノ
津

戦
後
姪
螢
こ
し
て
の
貿
易
摘
充
計
粛
の
具
現
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

肥
後
國
＝
そ
一
角

ー
到
馬
國
厳
原

七
五

潤
馬
鼠
佐
須
奈

越
前
國
牧
賀

釘
馬
國
鹿
見

能
登
國
七
尾

ー
l

ヽ

＼
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(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
越
中
國
伏
木

釧

路

國

鎖

路

謄

振

國

室

蘭

／
 

以
上
の
中
室
蘭
の
み
は
、
変
•
石
炭
・
硫
黄
其
の
他
大
蔵
大
臣
の
指
定
し
た
る
物
品
の
輸
川
に
限

b

之
を
な
す
こ
こ
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
開
泥
場
に
於
［
外
國
人
は
永
代
借
地
樅
を
有
し
、
極
め
［
低
廉
な
る
借
地
料
に

E
使
用
し
［
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
撓

c借
雉
椛
回
牧
の
問

題
に
ま
で
疲
展
し
、
こ
れ
亦
條
約
改
正
促
進
に
酎
す
る
國
民
の
熱
烈
な
る
要
望
の
一
原
因
さ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
會
明
治
一
二
十
二
年
七
月
、

新
條
紺
の
賀
施
施
せ
ら
る
A

に
賞
り
、
永
代
借
峨
樅
に
闘
し
［
は
各
國
の
通
商
條
約
中
に
『
永
代
借
地
券
巾
に
領
察
館
さ
あ
る
ほ
凡

c
日
本
官

吏
を
以

c之
に
代
ゆ
』
と
な

b
、
次
い
で
一
二
十
四
年
九
月
法
律
第
三
九
琥
を
以
て
永
代
借
地
樅
に
闘
す
る
常
該
官
兜
の
事
務
取
扱
規
程
並
登
録

事
項
を
定
め
、
同
時
に
勅
令
第
一
七
九
琥
を
以

c帝
國
臣
民
又
は
法
人
が
永
代
借
地
樅
を
取
得
し
た
る
場
合
の
規
定
を
設
け
［
川
来
る
限

b
.

同
樅
の
抹
消
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
で
、
同
樅
は
漸
次
邦
人
の
手
に
移
る
こ
こ
A

な
っ
ね
。
か
く
の
如
き
こ
こ
も
畜
亦

H
清
戦
後
に
於
け
る
貿

易
浩
を
統
ぐ
る
―
つ
の
問
題
で
あ
り
。
そ
の
解
決
に
も
日
清
戦
後
網
螢
の
一
つ
の
示
現
が
伺
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

開
港
開
市
、

H
本
卸
済
史
僻
典
、
上
巻
、
一
九
五
頁
。
明
治
財
政
史
、
、
第
七
巻
、
一
ー
頁
以
下
。

特
別
綸
出
入
港
、
束
京
繹
沼

・P
、
第
三
四
巻
‘
八
四
六
爽
六
1
-
―
―
一
頁
、
明
治
1
平
九
年
十
月
十
日
。
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
‘
了
八
頁
、
一
九
頁
。

法
令
全
書
畜
明
治
1J
＇
-
'
九
年
上
巻
、
三
月
分
、
1
三
頁
°
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
1
一
七
頁
。
明
治
大
正
財
政
史
、
第
八
巻
、
五
一
頁
。

開
港
外
の
貿
易
池
、
大
船
、
第
1
一
巻
1
_
1
一
批
‘
五
六
頁
。

特
別
輸
出
入
港
の
追
加
、
束
京
網
浣
雑
誌
、
第
三
六
巻
°
八
八
ー
1
一
禁
‘
1
頁
。
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
‘
1
一
七
頁

✓

服
祁
哭
闘
税
法
宜
施
と
貿
易
、
東
京
純
涜
雑
誌
、
第
＝
―
-
九
巻
、
九
七
1
一
就
‘
六
1
＿
九
頁
ー
さ
き
一
頁
。
明
治
大
正
財
政
史
、
第
八
巻
、
五
一
頁
。

東
京
綽
浣
雑
誌
。
第
四
〇
咎
、
九
八
七
辣
、
一
四
七
頁
。
九
九
1
一
駿
、
四
一
六
頁
。
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
‘
1
一
九
頁
。
明
治
大
正
財
政
史
、
第
八
港
、
五

後
志
國
小
樽

七
六
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輪
入
税
の
腹
止
は
、
そ
の
最
も
注
目
す
ぺ
き
一
里
塚
で
あ
っ
た
。

C
も
具
硯
し
た
。
例
へ
ば
明
治
二
十
七
年
七
月
一
日
よ
り
賓
施
せ
ら
れ
た
る
綿
絲
輪
川
税
の
撤
去
、
同
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
賓
施
の
棉
花

輪
出
を
奨
励
し
な
が
ら
、
楡
出
税
を
諜
す
の
は
矛
肘
で
あ
る
が
、
幕
末
の
幕
府
は
財
政
の
窮
乏
を
柚
ふ
た
め
に
財
政
闊
税
さ
し
て
の
楡

Hl税
を

謀

し
C
を
り
、
こ
の
必
要
は
明
治
新
政
厨
に
於
L
も
認
め
ら
れ
、
寧
ろ
う
ち
緻
く
内
乱
に
よ
る
牧
入
減
は
到
底
之
を
全
衷
し
得
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
併
し
な
が
ら
明
治
新
政
府
が
安
定
し
、
氏
間
輸
出
業
者
の
勢
力
が
増
大
す
る
に
作
ひ
、
之
が
部
分
的
免
税
は
連
年
行
は
れ
る
様
に
な

っ
た
。
即
ち
明
璧
ハ
年
よ
り
十
四
年
ま
で
連
年
免
税
あ
り
、
そ
る
後
数
年
間
は
そ
の

こ
さ
な
く、

二
十
年

・
ニ
十
一

年
の
雨
年
に
於

c食
握
石

炭
の
免
税
が
行
は
れ
る
椋
に
な
っ
た
。
輪
出
税
の
大
免
税
は
二
十
一

年
十
月
頃
の
問
題
で
あ
り、

田
口
卯
吉
博
士
は
最
も
こ
の
闊
を
主
張
し
［

ゐ
た
。
博
士
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
即
源
の
楡
用
税
は
明
治
十
六
年
以
降
貿
易
の
疲
展
に
併
ひ
、
税
牧
入
も
ま
た
多
少
に
も
増
加
し
C
ゐ
る
。
即

ち
輪
川
布
税
晶
百
餘
糀
中
、
千

OO以
上
牧
入
あ
る
も
の
四
十
八
種
に

つ
き
、
十
九
年
に
約
1

千
四
百
五
十
万
OO畜
二
十
年
に
約
1

千
五
百
三
十

(
イ
）
輸
出
入
租
の
廃
止

(9) (8) 

束
｛
ぶ
緑
済
雑
誌
、
第
四
0
巻
、
九
八
九
猿
、
二
七
六
頁
。
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
1
1
1

一
頁
。

鶴
見
左
吉
雄
、
日
本
貿
易
史
紺
、
1

一八

0
頁、
1

一
八
一
頁
°
居
留
地
の
土
地
虞
分
‘
束
京
網
済
雑
誌
、
第
四
0
巻
、
九
八
八
紬
、
一
七
五
頁

二
頁
。

五
、
輪
出
入
税
の
艇
止
と
閥
税
改
正

日
洞
戟
喰
を
削
叫
さ
す
る
我
が
朝
野
の
商
工
立
國
主
義
、
就
巾
輛
川
第
一
、
主
義
は
、
又
そ
の
闊
税
政
策
に
よ
っ

． 

↓ ー
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事
獣
止
す
ぺ
か
ら
す
』
と
な
し
て
畜
大
々
的
反
封
運
動
を
起

．
し
、
更
に
別
働
隊
と
し
て
は
農
學
者
の
園
開
た
る
農
學
會
も
亦
反
対
意
見
を
痰
表
し
て
＼
之
を
弊
按
し
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
日
濡
戦
後
の
商
工

立
國
熱
に
乗
じ
C
、
叉
政
府
の
輸
出
第
一
主
義
や
戦
後
経
螢
と
し
C
の
貿
易
撰
張
策
に
よ
っ
て
、
遂
に
議
會
の
通
過
を
見
る
に
至
り
、
前
記
の

如
く
棉
花
輪
入
税
の
麿
止
は
二
十
九
年
四
月
一

H
よ
り
寅
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
が
農
業
利
盆
が
商
工
利
益
の
た
め
に
、

本
農
會
は
『
事
曲
晉
民
幅
祉
の
消
長
に
闘
し
．

國
家
の
盛
衰
に
及
ぶ
の
炭
あ
り
、

「
輪
出
税
全
巖
論
」

等
皆
そ
れ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
亦
一

般
の
要
望
す
る
墜
で
も
あ
っ
て
、
前
記
の
如
く
明
治
二
十
七
年
七
月
一

H
に
は
綿
絲
輸
出
税
J

の
撤
去
が
質
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

事
情
は
輸
入
税
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
棉
花
の
輸
入
税
撤
去
問
題
は
、
明
治
二
十
ニ
・
三
年
頃
よ
り
撞
頭
し
た
が
、
之
に
対
し
大
日

二
月
）

万
回
、
千
闘
以
下
の
牧
入
の
も
の
百
餘
種
に
つ
き
、
十
九
年
に
三
万
二
千
園
、
二
十
年
に
一
＿
＿
万
二
千
七
百
皿
で
あ
っ
て
、
之
を
十
五
・
六
年
賞
時

に
比
ず
れ
ば
増
加
で
は
あ
る
。
併
し
國
庫
に
さ
つ
C
菫
要
な
る
は
千

OO以
上
牧
入
あ
る
部
類
に
あ
り
、
千
闘
以
下
の
牧
入
部
類
に
於
C
は
之
を

全
部
免
税
す
る
も
、
國
庫
に
於
け
る
牧
入
減
は
二
十
年
度
に
於

c僅
か
に
三
万
二
千
餘
圃
に
す
ぎ
な
い
。
而
も
こ
の
免
税
の
た
め
、
闘
税
局
は

事
務
ビ
の
人
件
費
・
物
件
費
を
節
約
し
得
る
と
共
に
、
我
が
國
商
業
の
痰
展
を
促
す
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
利
盆
は
莫
大
で

あ
る
。
こ
れ
が
大
麓
田
口
卯
吉
博
士
の
意
見
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
末
政
府
は
勅
令
第
八
十
三
肱
を
以
て
築
習
・
製
築
・
織
物

等
百
餘
種
の
輸
出
税
を
免
除
し
た
。
そ
の
憤
格
は
九
十
一
万
餘
闘
で
、
そ
の
税
金
は
僅
か
四
万
九
千
圃
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
行
は
れ
た

の
で
あ
る
。
而
も
田
口
博
士
は
之
を
以
て
満
足
せ
す
、
一
歩
を
進
め
て
輸
出
税
の
全
痰
に
説
き
及
ん
で
ゐ
る
。
「
輪
出
税
全
殷
同
盟
」

1二
十
国

「
生
絲
取
引
」

(
1

平
五
年
十

「
商
況
恢
復
の
策
は
輸
出
税
全
巖
に
あ
り
」

年
1

一月）

(11-l-'
匹
年
]

1

一月）

(
1

平
四
年
四
月
）

「
輸
出
税
は
何
を
措
い
て
も
全
股
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
」

（
二
十
五
年
4
,
1

一月）

七
八
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か
く
て
我
が
闊
税
政
策
は
、
原
料
晶
に
四
し
て
は
輸
入
無
税
の
根
本
方
針
を
確
立
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
輸
出
税
に
つ
い
て
も
、
途
に

H
清

戦
後
の
貿
易
凱
張
施
設
の
一
環
ご
し
て
、
そ
の
燦
止
が
斯
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
諭
こ
れ
さ
て
も
何
等
の
原
腑
な
し
に
行
は
れ
た
の
で
は
な

か
っ
た
。

111
心
ふ
に
明
治
二
十
二
年
に
於
け
る
輪
川
閾
税
額
は
百
七
十
万

OO餘
で
あ
っ
た
が
、
二
十
四
・
ニ
十
五
年
は
二
百
二
十
万
闘
さ
な
り
、

二
十
六
年
に
は
百
七
十
万
同
台
に
減
ぜ
し
も
、
二
十
七
・
ニ
十
八
年
に
は
、
再
び
二
百
二
十
万
同
餘
さ
な
り
、
三
十
年
に
は
二
百
五
十
四
万
闘
に
登

つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
全
股
し
去
る
こ
ご
は
、
國
肛
に
典
ふ
る
蔵
入
の
減
少
セ
来
す
も
の
で
あ
り
、
質
に
容
易
な
ら
ぬ
こ
さ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
輪
出
品
は
い
づ

れ
も
外
國
晶
"
t
J

競
喩
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
輪
出
税
を
課
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
負
控
は
即
ち
我
が
生
南
者
に

鯰
す
る
こ
ど
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
＞
．に
1
心
ひ
を
致
し＂

炉2
時
二
百
数
十
万

OO
の
牧
入
あ
り
し
輪
出
税
も
、
輸
出
奨
励
の
意
味
か
ら
、
勿
論
こ
れ

は
改
正
條
約
の
質
施
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
二
年
七
月
十
六
日
以
降
、
全
般
的
に
微
牧
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
A

な
っ
た
ol

こ
れ
等
一
連
の
闊
税
政
策
が
、
我
が
桧
出
を
促
進
し
た
こ
と
は
賓
に
多
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
以
来
、
我
が
綿
絲
の
輸
出
は
一
大
飛
躍
を
な
し

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
口
）
闊
税
改
正

日
清
戦
後
に
於
て
、
闊
税
制
度
が
確
立
さ
れ
た
こ
こ
も
貿
易
史
上
注
目
す
ぺ
き
こ
さ
で
あ
っ
た
。
我
が
國
は
安
政
五
年
1

ハ

月
始
め
て
米
國
さ
修
好
辿
商
條
約
を
締
結
し
畜
之
に
附
局
す
る
貿
易
章
程
を
以
［
、
船
舶
の
出
入
及
貨
物
の
精
卸
に
雌
す
る
手
績
を
定
め
、
且

つ
船
舶
の
出
入
に
封
し
手
数
料
を
徴
す
べ

き
こ
、
と
並
に
輯
川
入
税
率
を
定
め
た
が
、
之
に
依
れ
ば
闊
税
率
は
特
殊
の
物
品
を
除
く
の
外
、
輪
入

税
は
総
べ

c従
債
二
割
、
輪
出
税
は
練
べ

て
同
五
分
ご
定
め
ら
れ
た
。
之
れ
我
國
爛
税
制
度
の
濫
鰤
で
あ
っ
て
、
紐
い
て
同
様
の
も
の
が
各
國

克
服
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
剖
期
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
ひ
す
る
。



期
し
て
栽
が
國
戟
野
の
間
に
熱
心
な
る
運
動
が
行
は
れ
、
或
は
米

・
萎

・
銅
等
綸
川
梨
澗
品
の
憎
禁
さ
な
り
、
或
は
パ
炭

・
綿
糸
の
轍
出
税
撤

麿
さ
な
り
、
更
に
棉
花

・
羊
毛
の
鍮
入
税
撤
巖
さ
な
っ

c
琺
は
れ
た
が
、
税
李
の
引
上
は
條
約
に
綽
ら
’WLC
容
易
に
川
来
な
か
っ
た
。
而
も
似

祗
雌
税
問
題
は
日
箭
戦
前
に
於
て
紙
に
識
者
の
提
唱
す
る
所
で
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
谷
干
城

・
富
川
鐵
之
助
の
二
氏
は
税
樅
恢
復
産

業
保
訛
の
た
め
蒻
税
培
加
を
疲
議
し
、
鉗
朕
院
の
可
決
を
得
た
。
こ
の
雌

111
饗
は
税
糀
恢
復
さ
條
碑
税
賦
謀
の
二
つ
の
要
求
か
ら
成
つ
［
ゐ
る

後
者
の
た
め
に
前
省
が
要
望
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

が
、
後
者
が
主
で
、
前
肴
は
従
で
あ
り
、

に
、
わ
が
貿
易
の
入
超
額
は
一
億
四
千
七
百
九
十
四
万
闘
の
巨
額
に
及
び
、
二
十
年
か
ら
二
十
二
年
に
玉
る
一
ニ
ケ
年
間
綸
出
入
品
平
均
偵
格
の

品
種
を
見
れ
ば
、
わ
が
國
は
原
料
を
輸
出
し
製
造
品
を
買
ふ
賽
賀
あ
り
、
こ
れ
わ
が
究
業
の
不
振
な
る
質
絞
で
あ
り
、
闊
税
に
依
り
之
を
似
護

す
る
の
必
要
あ
り
、
而
し
て
十
七
年
か
ら
二
十
三
年
に
至
る
五
ヶ
年
平
均
内
國
税
約
六
千
二
百
三
十
万
闘
に
釘
し
、
闘
税
約
三
百
四
十
万
闘
、

前
者
百
闘
に
図
し
六
同
四
十
錢
餘
に
す
ぎ
す
、列
國
と
比
較
し
、蒋
る
し
き
胚
税
で
あ
り
、
今
之
を
増
加
す
る
こ
マ
J

は
究
業
が
沐
諌
の
ほ
か
國
血
の

癸

羞

加

し

、
直
税
特
に
地
租
負
抱
を
轄
減
し
得
べ
し
羹
ふ
の
が
そ
の
要
黙
で
あ
っ
た
。

T
度
明
治
二
書
一
年
頃
は
大
入
超
期
で
、
亦

f

況
時
で
あ
っ
た
。
谷
干
城
等
の
採
謡
闘
税
の
提
唱
は
、
賞
面
の
間
題
さ
し
て
闊
税
作
用
に
依
る
散
氣
挽
回
策
で
あ
り
、
米
債
の
胎
巫
只
さ
闘
税
増

牧
に
依
る
雌
民
の
負
掠
の
轄
減
を
以
て
内
地
の
購
買
力
を
培
進
せ
し
め
る
さ
云
ふ
意
味
に
於
て
は
峨
方
士
地
所
布
粁
逹
の
利
盆
を
代
表
し
た
も

明
治
元
年
よ
り
二
十
三
年
六
月
に
至
る
皿

ビ
の
間
に
も
締
結
さ
れ
た
。
而
も
こ
の
條
約
に
定
め
た
開
樅
間
市
を
我
が
國
は
版
行
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
諸
外
固
は
そ
の
代
俯
こ
し
［
輯
入

税
李
の
乾
減
を
辿
り
、
遂
に
輪
出
入
ど
も
従
債
五
分
の
税
李
'
t
J

な
っ
七
。
こ
れ
に
は
そ
の
後
、
欧
洲
諸
國
が
殆
ざ
全
部
加
は
つ
た
か
ら
、
我
が

國
は
こ
の
片
務
的
な
る
協
定
税
李
に
依
つ
一
し
、
多
大
の
不
利
益
を
蒙
る
こ
こ
A

な
っ
た
。
こ
れ
を
以
て
維
新
以
来
こ
の
不
平
等
條
祠
の
改
正
を

八
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ト

ち
、
五
分
宛
税
李
を
壻
す
も
の
で
あ
っ
て
、

叩
1
1

近
工
業
品
は
二
割
‘A
し
て
、

I、

ーー

忍
胆
物
・
未
成
品
・
學
術
器
且
{
•
原
料
品
•
生
森
用
共
・
牛
製

の
さ
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
之
に
到
し
田
口
卯
吉
博
士
は
自
由
貿
易
論
者
こ
し
［
反
詞
し
、
目
下
の
娯
氣
を
挽
回
す
る
に
は
保
謡
闘
税
の
必
要
な

の

梨
氣
挽
回
策
は
似
訛
脳
税
の
新
設
で
は
な
く
、
寧
す
ろ
輸
出
税
の
全
巖
に
あ
っ
た
。

併
し
乍
ら
賓

際
、
保
訛
闘
税
諭
は
寧
ろ
相
手
國
の
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
に
は
米
國
の
マ
ツ
キ
ン
レ
ー
闘
税
問
題
あ
り
、
わ
が
國
の
絹
織

物
に
野
す
る
闘
税
は
五
割
よ
り
六
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
而
も
が
手
等
條
約
を
改
正
せ
ざ
る
限
り
、
わ
が
税
率
の
引
上
は
不
可
能
で
あ
り
、

わ
が
戟
野
の
要
望
に
も
拘
ら
す
、
容
易
に
諸
外
闊
を
動
か
す
能
は
す
、
明
治
二
十
七
年
に
至
っ
た
。
所
が
明
治
二
十
七
年
八
月
に
至
り
始
め
て

、

英
國
さ
の
間
に
、
公
正
の
主
義
と
相
亙
の
利
益
こ
を
基
礎
と
す
る
新
辿
胸
航
面
條
約
の
細
結
な
り
、
次
い
で
共
他
の
諸
國
こ
も
新
條
約
の
締
結

が
行
は
る
る
に
及
ん
で
、
絃
に
多
年
の
懸
案
た
り
し
條
約
改
正
が
成
功
し
、
我
が
國
は
始
め
て
闘
祝
自
主
椛
を
痰
得
す
る
に
至
っ
た
。
恰
も
ニ

―

十
七
年
を
界
さ
し

C
わ
が
貿
易
は
川
超
時
代
よ
り
入
超
時
代
に
入
る
。

H
沿
戦
後
の
徴
11
勿
の
辿
訊
は
商
柚
恢
復
論
こ
呼
應
し
て
盆

ti1闊
税
増
徴

の
論
を
強
め
た
わ
け
で
あ
る
。
政
府
は
明
治
三
十
年
三
月
に
闘
税
淀
一年
法
を
制
生
し
、
改
正
條
約
の
賓
施
期
に
先
だ
っ
六
ヶ
月
な
る
一
二
十
二
年

」
月
を
以
て
之
を
賓
施
し
た
。
こ
の
園
先
税
率
法
は
な
ほ
片
務
的
で
あ
っ
た
が
、
我
が
國
は
さ
も
釘
も
自
主
的
に
闘
税
率
を
定
め
得
る
こ
さ
A

な
っ
た
の
で
あ
る
。

之
に
依
れ
ば
、
免
税
品
叉
は
禁
制
品
を
除
き
、
輪
入
物
品
の
税
平
は
汰
低
を
従
債
五
分
、
最
高
を
従
債
四
割
さ
し
て
、
此
間
を
八
陪
級
に
分

品
・
日
用
消
牲
品
等
に
は
辿
宜
税
率
を
低
減
し
た
が
、
反
厨
に
奢
修
品
又
は
國
内
森
業
仇
諒
ト
必
要
な
る
物
品
に
尉
し
て
は
共
の
税
1

年
を
引
上

げ
る
等
、
始
め

て
或
る
程
度
璧
眸
業
條
菰
主
義
の
色
彩
を
加
へ
得
た

0
で
あ
っ
た
。
併
し
か
く
0
如
き
國
生
税
平
の
外
に
な
ほ
英
・
獨
．
佛
．

し
r

と
云
つ
た
。
田
口
捗
士
の
説
に
よ
れ
ば
、

4
'
 

， 

， 

ヽ



(5) (4) (3) (2) {1) 

嗅
等
に
釘
し
て
は
、
條
約
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
協
定
税
李
が
甚
だ
多
く
存
し
、
而
も
常
時
我
が
國
は
十
八
ケ
國
に

一旦
つ
て
最
恵
國
條
款
を
紐

ん
で
ゐ
た
か
ら
、
此
の
協
定
税
率
の
行
は
れ
る
範
囮
は
頗
る
廣
く
、
且
つ
此
の
最
媒
國
條
放
の
特
遇
は
我
に
那
く
し
［
、
彼
に
厚
い
も
の
が
多

，雲
i

分
に
存
し

C
ゐ
た
か
ら
、
此
の
黙
に
於
て
も
我
が
國
の
受
け
る
不
利
盆
は
な
ほ
莫
大
な
る
を
免
れ
な
か
つ
れ
。
な
ほ
條
約
改
正
の
成
功
に
作
ひ

―
二
十
二
年
三
月
脳
税
法
を
制
定
し
て
、
闘
税
諸
制
度
に
闘
す
る
完
全
な
る
規
定
を
設
け
た
の
を
始
め
さ
し
、
保
税
倉
庫
法
（
三
十
年
三
月
公
布
）
．

税
闘
仮
附
場
泣
(
=
―
-1
-――
年
四
月
公
布
）
の
諸
法
規
を
制
定
し
、
又
之
さ
前
後
し
て
税
脳
組
織
の
改
哨
を
閾
る
等
、
我
が
國
闘
税
行
政
制
度
は
こ

の
時
に
至
っ
て
熟
怖
確
立
し
た
。
こ
れ
等
が
日
活
戦
後
の
貿
易
仲
張
の
上
に
大
な
る
脳
係
を
持
つ
た
こ
こ
は
言
ふ
を
ま
た
な
い
。
日
蔀
戦
後
の

連
年
入
起
の
時
代
に
於
て
、
か
A

る
闘
係
が
典
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
盆
と
協
定
税
率
を
國
定
税
率
に
代
へ
や
う
さ
す
る
運
動
が
起
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
併
し
こ
れ
は
従
来
の

f
平
等
協
定
よ
り
自
主
的
制
度
へ
の
轄
化
の
端
紐
を
な
し
た
に
こ
ゞ
ま
る
。
そ
の
後
に
於
け
る
闘
税
手
の

改
正
は
燐
寸
原
料
・
轍
物
肥
料
・
人
造
肥
屈
．
鐵
顧
等
を
無
税
こ
し
、
酒
籾
・
酒

類
・
栴
呆類
•
生
卵
•
石
油
等
の
税
率
を
引
上
げ
た
に
過
ぎ

な
か
つ
た
。
闘
税
平
の
全
面
的
改
正
は

H
鉱
戦
琲
後
G

明
治
一
11
十
九
年
）
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

朋
靡
政
史
、
第
七
賓

1
1
0
四
応

1J
O
六
頁
。
明
治
六
畠
・
米
．
喜
の
無
税
輪
出
を
許
し
て
以
来
、
毎
年
無
税
患
出

の
品
IJ
を
包
ヽ

ー
明
治
十

1

一
年
六
月
に
は
、
木
綿
織
物
外
十
四
品
の
無
税
輸
出
を
な
し
て
ゐ
る
。

‘

明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、

1
1
0
七
頁
。

輸
出
税
曖
止
の
議
内
閣
に
起
る
、
東
京
網
浣
雑
誌
、
第
四
四
一
孟
郷
、
朋
治
1

一
十
一
年
十
一
月
―
―
-
H
o

明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
二

Q
七
頁
。
輸
出
税
の
免
除
、
阪
民
の
友
、
第
四
巻
一
1

一
七
撃
、
三
三
頁
ヽ
朋
治
二
十
二
年
一
月

1
-
H
o

應
ぷ
繹
浣
雑
誌
、
第
阻
五
紬
ヽ
朋
治
1

一
十
一
年
十
二
月
1

一
十
九
H
疲
行。

八
1
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(11) (10) (9) 

明
治
大
正
財
政
史
、
第
八
巻
‘
闘
税
ヽ
一
八
七
頁
ー
一
九
1

一頁。

向
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
、
第
四
巻
、
三
八

0
頁
、
三
八
一
頁
、
三
九
四
頁
、
四
ー
ニ
頁
、
四
ニ
ー
頁
。

の
明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、

1-0九
頁
。

向
5

舌
回
橋
組
吉
ヽ
最
近
のH
本
純
滸
史
、
―-
1五
七
頁
、
三
五
八
頁
。
棉
花
輸
入
税
免
除
に
つ
い
て
は
、
國
民
の
友
、
第
一
1
J
巻
~
一
七
九
輩
、
第
一
七
巻
‘

二
七
六
細
に
問
姐
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

朋
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
ニ
ー
一
頁
。

輸
出
稔
は
こ
れ
ま
で
に
も
漸
次
免
除
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
な
ほ
生
絲
類
・
悔
産
物
・
金
隔
・
製
茶
・
木
材
等
の
如
き
は
依
然
有
税
品
で
あ
っ
た
。
然
る
に

改
正
條
約
の

ft施
に
よ
り
、
明
＝
―
―

+11年
七
月
十
七

H
ょ
リ
仝
然
輸
出
税
を
徴
牧
せ
ざ
る
こ
と
4

な
っ
た
。
元
末
輸
出
税
は
、
稽
條
約
に
よ
っ
て
徴
牧
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
朋
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
四
七
三
頁
。
東
点
細
浣
雑
誌
、
第
四

0
巻
、
九
八
六
琥
、
六
一
頁
、
明
治
一
ー
一
年
七
月
八

H

疲
行
、
同
上
誌
、
第
四

0
巻‘
'
九
八
七
細
、
三
九
頁
。
同
上
誌
、
第
一
1

一
九
巻
、
1

一却

0
百。

吉
川
秀
造
、
日
本
財
政
史
、
五
七
頁
、
新
鰐
浣
學
仝
集
、
第
ー
ニ
所
牧
。

明
治
財
政
史
、
第
七
巻
、
四
八

0
頁。

I、

3
 

⑭
沢
旅
院
保
誕
税
賦
課
の
献
談
案
狸
由
害
、
東
京
純
浣
雑
誌
、
第
五
六
五
跛
゜

（

羹

院

保

課

税

賦

課

の

献

議

を

議

す

、

農

雀

塁

雑

誌

、

第

羹

嚢

、

明

治
1

平
四
年
＝l
一
月
二
十
八

H
o

(

H

本
政
府
は
米
國
脳
税
改
正
に
梱
し
て
利
す
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
束
点
紅
浣
雑
誌
、
第
六
九
八
猿
、
明
治
1

一
十
六
年
十
月
1

一
十
八

H
o

⑰
明
治
財
政
史
、
第
七
努
八
五
頁
以
下
。
朋
治
大
正
財
政
史
、
第
八
巻
‘
ー
七

0
頁。

I

⑲
吉
川
秀
造
、

H
本
財
政
史
、
式
八
頁
、
新
網
浣
尿
全
集
ー
ニ
。
明
治
大
正
財
政
史
、
第
八
巻
、
七
六
頁
以
下
。

I
l
,
 

”‘ 



日
沖
戦
後
純
唸
rA
し
て
、
ご
り
あ
げ
ら
れ
た
貿
易
拭
張
策
中
に
は
、
封
外
的
に
は
航
路
の
拭
張
、
内
外
に
於
け
る
船
舶
及
び
貨
物
の
低
院
、

泊
外
に
於
け
る
金
融
、
加
外
の
支
店
及
び
糾
合
螢
業
、
海
外
賓
業
練
習
生
、
海
外
説
察
等
が
あ
り
、
酎
内
的
に
は
同
業
組
合
・
輿
業
銀
行
・
貿
．

易
nnll
諌
列
所
・
エ
妾
學
核

。
蘭
業
學
校
・
商
業
會
議
所
・
輸
出
nnn
滴
況
報
告
等
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
貨
施
す
る
管
轄
廊
に
つ
い
て
は
遥
似
省
・

大
載
省
•

U
l
r
応
詞
務
省
・
文
部
省さ
多
岐
に
わ
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
、
血
感
尚
務
省
が
管
掌せ
し
誤
商
工
高
等
會
議
・
洵
外
商
況
説
祭
・

洵
外
襄
菜
紐
習
・

商
品
見
本
の
な
努
送
・
商
品
試
験
製
造
・
悔
外
廊
況報
告
及
び
貿
易
品
陳
列
佃
に
つい
て
は
、
第
一
•
第
二節
に
於
て
詳
謡
し
た

し
、
洵
運
業
奨
励
施
設
・
保
税
倉
廊
の
設
協
•
生
絲
輯
出
奨
励
法
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
に
於
て
立
ち
入
れ
る
説
唄
を
な
し
た
。
又
貿
易
氾
の
固

図
・
鉛
出
税
・
輸
入
税
の
顔
止
さ
闘
税
改
正
に
つ
い
て
も
日
荊
戟
後
に
解
決
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
諒
明
せ
る
所
で
明
ら
か
で
あ
ら

（
イ
）
重
要
輸
出
品
同
業
組
合

六
、
其
の
懺
の
貿
易
捩
張
策

ノ

う
。
な
ほ
こ
の
外
に
も
重
要
な
る
貿
易
上
の
加
設
・
方
策
が
請
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
i

は
重
要
給
出
品
同
業
組
合
及
び
産
業
糾
合
に
闘
し
で
あ
ら
う
。

．
 

訳
要
輪
出
品
同
業
糾
合
法
の
後
布
及
び
こ
れ
に
よ
る
糾
合
の
設
立
も
、
亦
外
國
貿
易
促
巡
の
見
地
よ
り
な

さ
れ
た
日
術
戦
後
経
螢
の
一
方
災
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
江
戸
時
代
に
は
株
仲
間
・
仲
間
の
制
炭
が
一
般
に
わ
た
つ
て
行
は
れ
て
砂
た
が
、
，
明

ア
ン
シ
ャ
ン

・
レ
ー

ン
ム

治
初
年
、
市
民
計
舎
へ
の
進
出
の
た
め
に
な
に
よ
り
も
絶
ち
切
る
ぺ
き

＂仏

制
度
の
一
束
約
さ
し
て
絶
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
併
し
緊

業
自
由
の
原
則
は
樹
立
さ
れ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
商
法
不
規
律
畜
不
桧
束
に
流
れ
、
稲
々
の
弊
害
を
邸
し
出
し
た
の
で
、
例
へ

ば
大
阪

．

八
四

＇ 

'ヽ



八
五

に
て
は
い
十
く
よ
り
糊
業
糾
合
な
る
も
の
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
に
代
る
に
至
っ
て
ゐ
た
。
殊
に
大
阪
面
法
會
議
所
は
仲
間
糾
合
の
阪
立
に
運
励
を

つ
ゞ
け
、
大
阪
府
も
亦
こ
れ
に
動
か
さ
れ
て
「
大
阪
堺
市
循
糊
工
業
取
締
法
」
な
る
も
の
を
伯
逹
し
、
同
業
糾
合
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
こ

れ
が
先
駆
を
な
し
た
A

め
か
、
明
治
十
七
年
十
一
月
に
至
り
澁
商
務
省
は
同
業
糾
合
準
則
を
定
め
、
地
方
髭
官
が
組
合
を
認
許
す
る
に
賞
り
て

準
腺
す
べ
き
松
拡
を
輿
へ
た
。
こ
の
準
則
に
よ
り
て
、
出
説
せ
る
所
訓
準
則
糾
合
は
そ
の
初
め
弛
制
加
入
で
あ
っ
た
が
、
三
十
年
に
至
り
弛
制
加

入
で
な
く
な
り
、
た
め
に
糾
合
員
中
脱
辿
を
中
出
す
る
も
の
多
く
、
同
業
組
合
の
統
一
を
鋏
き
組
合
中
に
は
往
々
組
合
3
名
の
み
有
し
、
そ
3

賀
の
件
は
ざ
る
も
の
を
生
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
様
な
肱
態
に
於
て
は
到
底
外
國
貿
劫
に
於
て
歩
調
を
合
せ
、
輸
出
を
促
進
す
る
こ
こ
は
出
米

な
い
。
せ
め
て
輸
化
に
脳
す
る
廊
rlm
だ
け
で
も
糾
合
を
敗
け
、
所
訓
和
裂
濫
造
の
弊
を
防
逼
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
＞
る
見
地
よ
り
祖
要
輪

Hl品

・

同
業
糾
合
注
案
な
る
も
0
が
、
明
治
二
十
九
年
政
府
に
よ
り
議
會
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
要
励
は
翫
要
輪
出
品
の
製
造
又
は
販
奴
に
闘
す
る
梵
業

を
な
す
も
の
は
、
同
業
者
又
は
密
接
の
馘
係
を
有
す
る
二
柿
以
上
の
鶯
業
布
相
知
っ
て
、
同
業
糾
合
を
認
置
す
る
こ

つこ
を
松
ビ
せ
る
も
3

で、

誼
要
枷

tHr血の
11

卯
目
は
勅
令
を
以
て
之
を
定
め
る
こ
『
こ
A

し
た
。
同
業
糾
合
は
糾
合
し
良
協
回
一
致
し
て
、
恰
業
上
の
弊
缶
を
始
正
し
、
伯
川
を
休

持
し
ハ
其
の
他
共
同
の
利
益
を
培
辿
す
る
を
以
て
目
的
こ
な
す
べ
し
こ
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
3
重
妥
輸
出
品
同
菓
叫
合
法
は
、
三
十
年
四
月

法
祁
第
四
十
七
裁
を
以
て
装
布
せ
ら
れ
、
蒟
来
紐
K

準
則
糾
合
は
共
糾
緑
を
髪
史
し
、
若
く
は
新
規
糾
合
を
糾
絨
し
、
共
認
可
を
正
商
務
省
へ

申
詰
し
来
り
、
明
祐
三
十
四
年
中
に
猿
起
認
可
を
杓
た
る
も
の
は
、合
計
三
十
六
に
述
し
た
さ
云
ふ
。

（口
）
産
業
組
合

r
 

用
糾
合
本
位
の
鮎
飢
で
あ
り
な
が
ら
、
人
格
的

・
迫
ね
的
で
あ
っ

．iL
、
凡
て
り
方
副
に
於
て
封
廷
的
色
，
杉
の
誤
岸
な
も
い
で
あ
っ
た
。
然
る
i

我
が
刷
に
於
け
る
産
業
約
合
の
先
邸
は
江
戸
時
代
の
報
稔
肛
に
於
て
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
広
村
救
柏
少
た
め
3

い



9’ 

ー

明
治
十
一
年
に
狐
氷
砒
、
同
十
三
年
に
甘
栗
祉
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
共
に
群
馬
縣
の
誕
民
の
間
に
起
つ
た
生
絲
販
炭
組
合
で
あ
っ
た
。

明
治
十
六
年
に
は
静
岡
縣
の
巌
民
が
自
己
の
製
茶
を
共
同
駆
寅
す
る
為
め
、
益
集
砒
な
る
協
同
組
合
を
設
立
し
た
。
此
等
の
配
給
糾
合
が
我
が

國
二
大
韮
要
輸
出
品
た
る
生
絲
及
茶
に
つ
い
て
起
つ
た
こ
こ
は
注
目
す
べ
く
、
そ
の
結
祉
の
直
接
の
動
楓
は
裳
時
海
外
に
於
け
る
粗
穀
濫
迩
3

批
難
の
弊
に
應
じ
、
品
質
の
矯
正
こ
統
制
こ
を
な
す
た
め
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
く
我
が
國
の
産
業
組
合
は
初
め
か
ら
外
國
貿
易
こ
．深
さ
脳
條

を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
豫
て
獨
逸
留
學
中
よ
り
品
川
源
二
郎
・
千
田
東
助
は
産
業
組
合
の
必
要
を
痛
脳
し
て
ゐ
た
が
、
恰
も
明
治
二
十
囮

年
品
川
が
内
務
大
臣
、
平
田
が
法
制
励
部
採
と
な
る
や
、
信
用
組
合
法
染
を
議
曾
に
批
出
す
る
に
至
っ
た
。

す
、
品
川
は
各
地
の
有
志
に
糾
合
の
設
立
を
奨
即
し
た
の
で
、
二
十
五
年
八
月
除
岡
縣
糾
川
附
に
信
用
糾
合
の
認
立
を
見
、
紐
々
各
地
に
認
立

さ
れ
、
日
箭
戦
争
後
に
は
証
給
を
目
的
と
す
る
組
合
も
出
坑
し
た
。
明
治
一
＿
＿
十
年
二
月
弟
一
次
産
莱
糾
合
法
案
が
議
曾
に
捉
出
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
通
過
せ
す
、
三
十
三
年
二
月
政
府
が
之
を
議
會
に
提
出
．
同
月
即
院
を
通
追
し
、
同
一
―
―
月
公
布
、
九
月
一

H
か
ら
施
行
せ
ら
れ
た
。
も
こ

よ
り
産
業
糾
合
が
外
國
貿
易
に
酎
し
て
持
つ
影
啓
は
間
接
的
で
あ
る
が
、
裳
時
の
輸
出
曲
は
生
絲
・
茶
の
農
産
物
を
杢
―
ホ
こ
し
．
そ
り
他
に
あ

つ
て
も
農
産
品
や
殿
家
の
副
業
製
品
の
占
め
る
割
合
が
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
産
業
糾
合
こ
輸
出
品
製
造
こ
の
騨
係
は
直
大
で
あ
り
、
従
っ
て
産

業
組
合
法
規
の
制
定
こ
こ
れ
に
よ
る
組
合
の
彼
逹
は
そ
の
ま
A

に
外
國
箕
易
に
至
大
の
影
魯
を
典
へ
し
も
の
こ
云
ふ
こ
こ
が
出
来
る
。
．

そ
の
l
l
は
金
融
機
闘
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
貿
易
金
融
楓
脳
こ
し
て
は
、
既
に
横
泊
正
翁
銀
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
十
二
年
十
一
月

國
立
銀
行
條
例
に
よ
り
資
本
金
三
百
万

OOlを
以
て
設
立
さ
れ
、
十
三
年
二
月
か
ら
開
業
し
て
ゐ
た
。
繭
米
外
國
為
替
・
府
為
替
の
業
梯
に
従
事

し
、
腔
に
外
商
の
た
め
に
龍
廠
せ
ら
れ
ん
さ
し
た
る
内
外
貿
易
上
の
金
融
を
辛
う
じ
て
邦
人
の
手
に
保
留
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
に

こ
れ
は
議
會
解
散
の
た
め
辿
過
せ

八
六

’
 



日
箭
戦
争
後
日
本
勤
業
銀
行
・
巌
エ
銀
行

•
H

本
躾
業
銀
行
其
他
の
特
殊
銀
行
が
相
次
い
で
敗
立
さ
れ
た
が
、
就
中
H

本
躾
業
銀
行
は
貿
劫

品
製
出
に
聯
騨
せ
る
も
の
さ
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
「
秘
響
知
纂
賀
莱
工
莱
食
料
」
所
収
の
「
外
國
貿
劫
拭
眼
方
法
」
中
に
も
『
同
莱

紺
合
ヲ
設
ケ
ク
ル
後
、
政
肘
＾
輿
業
銀
行
ヲ
起
シ
テ
皿
底
エ
・
廂
品
ノ
資
本
二
充
ツ
ル
為
ー
ー
低
利
ノ
衰
金
ヲ
貸
典
シ
物
．
底
壻
殖
ノ
途
ヲ
枷
千
、
以

テ
外
國
貿
易
ノ
隆
盛
ヲ
計
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
シ
共
低
利
ノ
衰
本
ハ
カ
メ
テ
一
己
人
＿
＿
貨
典
ス
ル

n
ト
ヲ
防
止
シ
、
同
業
糾
合
―
ー
シ
テ
共
基

‘,‘ 8
 

礎
ノ
確
賓
ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
之
ヲ
保
訛
ス
ル
ノ
方
針
ヲ
取
ル
ベ
シ
ー』
こ
あ
る
。
日
治
戦
後
の
事
菜
勃
興
期
に
裳
り
、
資
本
欠
之
し
、
打
慎
即
症

抵
嘗
の
長
期
金
融
が
要
望
さ
れ
｀
か
く
て
明
治
三
十
三
年
の
議
會
に
動
産
銀
行
法
案
が
提
出
せ
ら
れ
、
後
、
日
本
典
業
銀
打
法
こ
改
め
て
同
年

壺
展
せ
る
も
の
で
あ
る
。

八
七

ほ
従
来
の
資
本
金
三
百
万
制
を
六
百
万
圃Pと
し
、
且
つ
政
府
は
横
祖
正
金
銀
行
條
例
を
装
布
し
た
の
〗
し
、
之
に
よ
る
こ
こ

A

な
っ
た
。
従
米
柚

刑
正
金
銀
行
は
政
府
よ
り
無
利
子
若
く
は
低
利
の
為
替
御
用
禎
金
を
受
く
る
特
典
を
有
し
て
ゐ
た
が
、
｀
二
十
二
年
以
降
政
府
禎
金
は

H
本
銀
布

の
所
管
に
移
り
、
そ
の
代
り
に
日
本
銀
行

e
横
泊
正
金
銀
行
C
は
外
國
為
替
手
形
再
割
引
の
特
約
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。
こ
の
特
典
は

H
前
戦
争

後
た
る
三
十
二
年
三
月
以
降
二
千
万
側
に
確
定
せ
ら
れ
、
こ
の
上
に
三
十
二
年
に
は
日
本
銀
行
の
作
臨
準
備
伽
血
こ
同
時
に
、

H
本
銀
行
よ
り

更
に
二
千
万
制
の
為
替
資
金
の
低
利
融
辿
を
受
く
る
こ

e
A
な
っ
た
。
こ
れ
等
が
横
檄
正
盆
銀
行
の
貿
易
上
に
狐
す
る
役
割
を
益
4

大
に
し
に

こ
．と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
な
は

H
油
戟
中
戦
後
に
於
て
横
禎
正
金
銀
打
は
孟
買
支
店
(
1

一
七
年
ー
1

一
月
開
業
）

•
香
泥
支
店
（
二
九
年
九
月
）
＇

天
津
支
店
（
―
-
三
年
八
月
）
・
牛
荘
支
店
(
-
―
―
―
―
ー
年
一
月
）
・
北
京
支
店
（
三
五
年
一
月
）
を
相
次
い
で
開
い
て
ゐ
る
。

紐
育
・
里
昂
・
倫
敦
・
桑
渉
・
布
畦
・
上
御
竺
ハ
ケ
所
に
支
店
を
布
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
日
浙
載
舘
を
割
期
こ
し
て
俄
然
中
部
方
面
に

H
浙
戦
年
以
前
に
於
て
は

，
 



明
治
二
十
七
年

I

十
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八
年
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徒

弟

學

校

笠
業
柿
杏
双
冗
絞

技

欧

學

校 八
八

~/ 

-．二
月
公
布
を
見
、
三
十
五
年
四
月

H
本
殷
業
銀
行
の
開
業
こ
な
っ
た
も
竺
c
あ
る
が
、
こ
れ
亦
そ
の
股
立
に
あ
た
り
外
國
貿
易
姻
販
へ
の
．
泣
凶

が
前
提
に
あ
っ
た
r

こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

政
府
は
日
箭
賊
喰
後
正
金
銀
行
及
び
そ
の
他
の
銀
行
に
勧
諺
し
~
n

ー
レ
ス
ボ
ン
デ
ン
ス
を
収
詰
ば
し
め
、
又
臥
氷
銀
行Pミ
連
絵
し
て
い
i
l
J

朕
（
レ
ク
ー
・
オ
ブ
。
ク
レ
デ
ッ
ト
）
の
夜
行
を
な
さ
し
め
た
が
、
祐
k

こ
の
方
面
に
も
、
こ
れ
が
質
況
を
見
、
為
に
貿
易
は
大
い
に
促
進
せ
し
め
ら

れ
た
稔
で
あ
る
。

貿
易
な
努
年
よ
御
上
、
保
飴
は
大
な
る
役
割
を
打
つ
も
の
で
あ
る
。
併
し
肌
治
二
十
六
年
に
は
、
未
だ
海
上
休
阻
二
社
、
火
災
保
掬
三
祉
に
追
ぎ

す
，
そ
の
表
本
金
は
些
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
「
肉
外
―
ー
於
ケ
ル
船
舶
及
貨
物
ノ
休
即
」
笠
戦
後
外
國
宜
劫
姻
賑
3

一
策
ピ
し
て
古
回
即

さ
れ
た
所
で
あ
り
、
再
保
脈
3
事
も
最
も
注
為
せ
ら
れ
つ
A

あ
っ
た
。
こ
む
属
係
か
ら
で
も
あ
ら
う
か
、
日
而
賊
ハ
ヂ
以
府
は

rl
く
そ
3
勃
製
を

見
、
明
治
三
十
年
に
は
計
敷
四
、
挑
込
資
本
金
三
百
万
制
に
上
つ
て
ゐ
る
。

そ
の
一
＿
i

は
質
業
数
育
の
将
及
で
あ
ら
う
。
日
箭
戟
前
に
於
て
紙
に
井
上
毅
は
文
部
大
臣
さ
し

―L
賀
菜
紋
育
の
振
輿
平
H

及
を
訂
池
迅
質
廊
し
て
ゐ

セ
が
、
そ
の
効
来
は
、
載
時
及
戦
後
に
亙
つ
て
大
い
に
視
は
れ
た
。
國
力
允
質
り
怠
要
に
鉗
へ
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
質
業
紋
育
を
振
躾

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
各
椋
賀
業
學
絞
が
全
崩
各
地
に
勃
然
こ
し
て
起
る
に
至
っ
た
。
次
の
数
字
は
こ
の
間
の
事
糾
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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三
十
一
年
二
月
勅
令
第
二
十
九
説
を
以
て
賓
業
學
校
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ

れ
は
我
が
國
質
業
敦
育
制
度
夜
逹
史
上
に
於
て
一
測
期
を
な
す

も
の
で
、
前
記
二
十
七
年
を
境

Jゞ

し
了
急
激
な
る
疲
達
を
遂
げ
た
中
等
賓
業
學
校
の
統
制
を
目
ざ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
常
時
は
未
だ
賓
業
専

門
學
校
さ
稲
す
べ
き
も
の
が
存
し
な
か
っ
た
が
、
本
令
に
お
い
て
そ
の
設
置
も
認
め
ら
れ
た
。
工
業
方
而
で
は
明
治
二
十
九
年
五
月
に
大
阪
工

業
學
校
が
出
釆
、
第
五
高
等
學
校
エ
學
部

盆
明治一―
-
0年
四
月
）
・

京
都
瑚
工
科
大
學
G

同
一―
-
0
年
七
月
）

・
京
都
認
業
講
習
所
（
同
一
―
i

1

一年――一月）

が
設
け
ら
れ
、
明
治
十
四
年
五
月
に
開
校
せ
し
東
京
職
工
學
校
は
明
治
一
二
十
四
年
に
東
京
高
等
工
業
學
校
さ
な
り
、
大
阪
工
業
學
校
も
同
年
に

大
阪
高
等
工
業
學
校
に
組
織
を
雙
更
し
た
。
先
に
文
部
大
臣
井
上
毅
の
賓
業
数
育
将
及
策
に
よ
り
、
賓
業
敦
育
國
庫
袖
助
法
が
出
た
し
、
又
日

熊
悶
後
に
於
け
る
外
國
臼

贔
言
必
要
よ
り
し
て

、

鹿
兒
品
。
熊
本
・
久
留
米
•
四
日
市
・
仙
合
・
霊
山
・
高
岡
・
七
尾
・
高
知

•
岡
山

f

の
各
商
業
學
校
が
租
絨
／い
で
設
立
せ
ら
れ
亡
。
先
に
示
し
た
明
治
三
十
三
年
の
賓
業
學
校
令
は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
て
甲
乙
二
種
の
賓
業
學
校

に
貰
別
し
た
。
か
く
の
如
く
政
府
の
旅
諷
宜
し
き
を
符
た
の
ご
、
日
濡
戦
喰
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
の
夜
展
の
た
め
、
民
間
賓
業
敦
育
は
一
屠

促
進
さ
れ
、
明
治
一
二
十
五
年
に
は
公
私
商
業
學
絞
中
甲
稲
四
十
校
、
乙
種
八
校
さ
な
っ
だ
。
高
等
商
業
数
古
日
は
従
来
東
京
高
等
商
業
學
絞

一
校

の
み
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
五
年
に
は
帥
戸
高
等
商
業
學
校
が
認
立
せ
ら
れ
、
三
十
六
年
専
門
學
校
令
が
疲
布
せ
ら
る
A

や
、
そ
の
翌
年
大

阪
商
業
學
校
が
大
阪
市
立
高
等
商
業
學
狡
ご
改
稲
し
た
。

”
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そ
の
四
に
は
そ
の
他
の
貿
易
促
進
の
方
策
・
施
設
を
一
括
し
て
示
そ
う
。
ま
づ
領
事
制
度
で
あ
る
が
、
貿
易
の
焚
動
者
こ
し
て
の
領
事
の
載

務
は
日
浙
戦
後
に
於
て
大
い
に
注
意
せ
ら
れ
、
各
地
に
領
事
館
の
開
設
を
見
た
。
併
し
敏
速
を
平
只
ぶ
通
商
貿
易
事
務
に
於
て
領
事
の
報
告
や
措

樅
の
み
で
は
兎
角
遅
れ
易
く
、
往
々
尚
桟
を
逸
し
勝
で
あ
っ
た
か
ら
、

H
清
戦
後
の
貿
易
撰
張
に
努
力
せ
し
常
時
の
農
商
務
省
は
こ
の
訣
陥
を

柚
ふ
た
め
に
同
省
監
督
の
下
に
、
常
に
悔
外
に
あ
っ
て
商
工
業
に
閥
す
る
調
査
報
告
を
専
掌
す
る
官
吏
の
設
置
を
企
圃
し
、
明
治
ー
ニ
十
四
年
九

月
初
め
て
商
工
事
務
官
な
る
も
の
を
設
附
す
る
案
を
立
て
た
。
併
し
こ
の
時
は
時
機
が
未
だ
熟
し
な
か
っ
た
も
の
か
冒
遂
に
成
立
を
見
す
に
終

っ
た
。H

箭
戦
後
に
於
て
政
府
は
商
業
會
議
所
を
姐
じ
て
も
亦
貿
易
撰
張
の
事
を
閾
つ
た
。

e
 

ヽ ‘
I 

『
悔
外
貿
易
―
ー
雌
ス
ル
法
按
又
＾
事
項
＝
＿
就
テ
〈
政
府
ョ
リ
商
業
會
議
所
＝
一
諮
問
シ
テ
共
意
見
ヲ
具
巾
セ
シ
メ
、
又
商
業
舎
議
所
＿
＿
於
テ
モ

共
意
見
ヲ
上
巾
シ
、
依
テ
政
府
ノ
旨
趣
＾
之
ヲ
経
由
シ
テ
賞
業
者
一
一
周
知
セ
シ
メ
、
又
賓
業
者
ノ
希
望
モ
此
機
闘
二
依
テ
政
府
＿
＿
開
巾
セ
ラ
ル

ル
ー
ー
至
リ
、
以
テ
商
業
會
議
所
ノ
本
分
ク
ル
貿
易
ノ
機
闘
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ト
ス
』
さ
の
意
見
を
示
し
て
ゐ
る
。
商
業
會
議
所
條
例
ば
明
治

二
十
三
年
九
月
に
怨
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
八
墾
二
月
悩
を
グ
條
の
改
正
を
公
布
し
た
。
商
業
殊
に
貿
易
卜
の
必
要
よ
り
こ
の
間

に
於
け
る
商
業
會
議
所
の
改
骰
盆
と
多
く
、
明
治
二
十
五
年
よ
り
同
一
二
十
三
年
迄
に
新
設
せ
ら
れ
た
會
議
所
の
敷
は
四
十
一
に
逹
し
、
既
設
の

も
の
及
び
朝
鮮
の
も
の
を
加
ふ

れ
ば
、
賓
に
六
十
ケ
所
の
多
数
に
上
つ
た
。
こ
れ
等
は
殆
ん
ざ
全
部
商
業
含
議
所
聯
合
會
に
加
盟
し
て
、
産
業

‘,、

，
 

ー

貿
易
の
調
査
施
設
に
努
力
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
浙
戦
争
の
戦
呆
は
金
本
位
採
用
を
可
能
に
し
、
こ

れ
に
作
ふ
貨
幣
法
は
明
治
一
二
十
年
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
金
本
枕
制
の
確
立
さ
将
来
の

「
秘
書
類
凝
」
所
牧
の
「
外
國
貿
易
撰
張
方
法
」
に
は

九
0

，，， 

9/ 



(8) (7) (6) (5) 

る
演
説
中
に
於
て
松
方
蔵
相
は
金
本
位
制
採
用
の
貿
易
に
及
ぽ
す
影
薯
が
有
害
で
あ
る
か
の
や

貿

易

こ

の

闊

係

に

つ

い

て

同

年

の

議

會

に

於

け

り

因

で
あ
ら
う
と
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
金
本
位
制
が
我
が
國
の
幣
制
に

う
に
見
元
る
の
は
一
時
的
の
こ
こ
で
永
遠
的
に
は
必
ら
す
や
利
の
多
い
こ
互

ー

は
畜
そ
の
後
に
於
け
る
我
が
國
綜
洲
貿
易
の
賓
綬
が
最
も
克
＜
之
を
物
語

予
り
好
適
で
あ
り
畜
そ
れ
が
貿
易
上
に
も
好
影
響
を
及
ぽ
し
た
こ
こ

つ
て
ゐ
る
。拙

著
、
株
仲
間
の
研
究
、
四

0
-―
一
頁
以
下
。

②
東
京
鰐
済
雑
誌
、
第
詈
一
巻
、
八
一
九
撃
、
五
―
―
―
九
頁
。

3
、法
令
全
臀
明
治
一
―

-
0年
四
月
分
‘
九
五
頁
。

(4) 

鷹
輸
出
品
同
業
組
合
の
現
在
敬
、
東
京
親
演
雑
誌
、
第
四
四
巻
、
ー
ニ
ー
臨
。

拙
稿
、
産
業
組
合
9

日
本
繹
済
史
僻
典
、
六
五
八
頁
。

金
激
六
十
年
史
、
一
五
f

＿
頁
。
横
濱
正
金
銀
行
が
直
輪
出
を
奨
動
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

高
橋
組
吉
、
明
治
大
正
産
業
骰
逹
史
、
五
一

0
頁。

秘
書
頗
纂
、
宜
業
腸
係
査
料
、
一
九
1

一頁。

り

金

敵

六

十

年

央

1

1

1

l

八
頁
。
明
治
財
政
史
、
第
＿
四
巻
、
九
四
三
頁
以
下
。

5
切
秘
臀
頻
纂
、
前
褐
書
、
一
八
九
頁
、
一
八
八
頁
。

,1
,
＇ー
，

5
高
橋
組
吉
、
明
治
大
正
産
業
薮
逹
史
、
四
六

0
頁
。

,1
,
 

f
 

／
 

九

却
て
居
留
地
外
商
を
保
誕
す
る
と
の
非
難
も
行
は
れ
た
。
即
ち

居
留
地
外
廂
の
手
形
は
高
債
に
買
入
れ
、
直
綸
出
者
の
そ
れ
は
容
易
に
買
入
れ
ず
と
批
判
せ
る
も
の
が
あ
っ

心

猿
會
四
五
ー
百
゜

’ ヽ

／
 

束
京
郷
浣
雑
誌
、
第
一
―
1

1

一
巻
、
七
九
1

l
 

＇ 



．
 

(20) (19) (18) (17) (16) (15) (14) (13) 

，
 

ヽ

9
,
 

へ．，
f
 

ヽ

七
、
直
貿
易
の
促
進
策
と
意
見

始
末
概
要
、
明
治
前
期
財
政
網
浣
史
料
机
成
、
第
1

1

巻
、
四
六

0
頁
。

鵜
見
左
吉
雄
P

日
本
貿
易
史
網
、
一
1

一
四
六
頁
。
常
咋
に
は
異
論
も
行
は
れ
た
。
即
ち
『
或
ハ
日
ク
、

利
ア
リ
。
之
ヲ
更
革
ス
ル
ハ
徒
ラ
ニ
我
ガ
絵
出
ヲ
衰
退
セ

シ
ム
ル
ニ
過
ギ
ズ
ト
。
或
ハ
日
ク
、
東
洋
諸
國
悉
ク
銀
貨
國
ナ
ル
ニ
今
我
同
獨
リ
金
貨
本
位
制

“

ヽ

｀

．

ヲ
行
フ
ニ
於
テ
ハ
此
等
諸
国
二

鉗
ス
ル
貿
易

ハ
天
ナ
ル

い
杏
ヲ
受
ク
ベ
シ
ト
』
、
明
殆
一
―
―
十
年
幣
制
改
革
始
末
概
要
、

明
治
喩
期
財
政
網
浣
史
料
集
成
、

第
一
一
巻
、
三

一
八
頁
。

松
方
汲
相
の
演
名
い
か
さ
0

疑
惑
に
鉗
し
『
今

H
ノ
如
ク

肋
債

ノ
腔
資
ガ
甚
ダ
シ
ク
・
プ

リ
マ
ス
レ
バ

鉗
債
下
落

ノ
利
盆
ド

コ`
ロ

ー

カ
寧
口

害

ノ
ミ

受
ケ
ル
認
ケー一

ナ
リ
マ
ス
。

叉
支
那

ノ
如
キ

銀
貨
図

ー
一
向
テ
他
ノ
金
貨
國
卜
競
峨
ス
ル
上
―
―
於
テ
今
日
金
二
改
メ

テ
モ
我
國

＾
翫
雌
二
於

テ
東
洋
市
湯

――
近
ク
且
ッ
賃
銀
モ
廉
デ

ア
リ
マ
ス
カ
ラ
従
来
ノ
地
位
ヲ
失
フ
ノ
炭
ハ
ア
ル
マ
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。
照
来
鐙
貨
ガ
下
落
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
パ
支

那
ノ
生
絲
ャ
茶
卜
金
貴
國
市
場
二
於
テ
如
珈
惰
ス
ル

上

二
我
國
パ
不
利
盆
デ

ハ
ナ
イ

カ
ト
言
フ
懸
念
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
、

之
モ
一
時
ノ
コ
ト
デ
ア
ツ
テ
金
本

＇ 
明
殆
一
1

工
＇
年
幣
制
改
革

位
―
一
依
テ
得
ル
所
ノ
鯰
替
浮
沈
少
ナ
キ
ノ
便
卜
永
遠

ノ
利
盆
ト
ヲ
以

テ
償
フ
テ
餘
リ
ア
ル
コ
ト
ト
存
ジ
マ
ス
』
心
述
べ

て
ゐ
る
。

日
本
向
業
含
譲
所
の
過
去
及
現
在
。
明
治
商
工
史
論
―
―
二

四
頁
。

秘
書
類
纂
、
前
掲
帯
、
一
九
四
頁
。

高
橋
約
吉
、
明
治
大
正
産
業
殻
逹
史
、
四
五一
1

一頁
。

鶴
見
左
吉
雄
、
日
本
貿
易
史
綱
、
一
1l
1

一六
頁
。
，
 

/ 

銀
貨
下
落
ハ
金
貨
國
―
―
豆
ス
ル
貿
易
ヲ
奨
励
ス
ル
ノ

（
明
治
三
四
年
九
月
七
日
）

”
 

佐
野
蒋
作
、

H
本
尚
業
数
育
酪
史
、
両
學
研
究
、
第

一
巻一
1

一臨
。
文
祁
省
寅
業
學
務
局
編
、
賓
業
敦
育
五
十
年
史
、
二
四
七
頁

‘=ll
六
五
頁
以
下
。

飯
田
四
郎
、
貿
易
の
弩
動
者
、
國
民
の
友
、
第
一
四
巻
ヽ
1

l

二
七
競
、
七
七
九
頁
。

商
工
事
称
・9日
の
設
匹
、
東
京
飼
訳
雑
誌
、
第
四
四
巻

‘
1
0九
七
紘
、
五

0
1
頁
。

九

、島

． ヽ



/. 

ー

開
疱
以
来
我
が
貿
易
の
全
部
は
、
居
住
埴
在
留
外
人
の
た
め
に
掌
握
せ
ら
れ
、
邦
商
の
所
謂
貿
易
商
な
る
も
の
は
、
こ
れ
等
居
留
地
外
人
こ

取
引
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
而
し
て
輸
入
品
を
居
留
地
外
人
よ
り
買
取
る
邦
商
は
『
引
取
屋
』
さ
唱
へ
、
輪
出
品
を
彼
等
に
寧以
込
む
邦
商
は

『
賣
込
屋
』
さ
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
此
間
外
商
は
巨
大
の
資
本
と
治
外
法
櫂
の
援
調
の
下
に
相
営
大
な
る
利
盆
を
牧
め
て
ゐ
た
。
外
商
は
必
ら

e
し

ゃ

め

ん

●

し

會

す
し
も
品
性
高
か
ら
す
。
或
は
所
謂
洋
妾
を
蓄
へ
て
ゐ
る
も
の
さ
へ
も
あ
っ
た
。
然
る
に
我
が
引
取
屋
・

賓
込
屋
は
こ
れ
が
店
舗
を
外
人
館
こ

敬
稲
し
、
そ
の
取
引
を
『
ヤ
シ
キ
』
貿
易
さ
す
ら
稲
し
て
ゐ
ね
5

か
う
し
た
情
勢
に
鑑
み
、
我
が
朝
野
の
識
者
の
間
に
は
早
く
か
ら
、
こ
の
輸
出
入
の
商
椛
を
邦
商
の
手
に
回
復
せ
ん
と
の
運
動
が
行
は
れ
、

か
の
明
治
十
三
年
に
開
業
し
た
横
演
正
金
銀
行
も
、
こ
れ
を
通
じ
て
直
輸
出
入
を
保
謹
助
長
せ
ん
さ
の
意
圏
を
持
つ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し

商
慣
習
•
取
引
闘
係
・
金
融
機
闊
・
航
路
等
と
、
い
づ
れ
も
邦
商
に
不
便
不
利
で
、
殆
ん
ざ
云
ふ
に
足
る
効
果
を
學
ぐ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
勿
論
居
留
地
貿
易
に
野
し
若
干
は
悔
外
貿
易
商
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
出
現
し
て
ゐ
た
が
、
常
時
は
取
引
商
・

賣
込
商
こ
外
商
の

番
頭
さ
の
間
に
立
っ
仲
次
人
や
オ
取
ま
で
が
、
同
じ
く
貿
易
商
と
自
稲
す
る
の
で
、
彼
等
は
此
れ
等
の
有
象
無
象
の
輩
と
同
一
親
せ
ら
れ
る
の

を
屑
よ
し
さ
せ
す
、
特
に
直
輸
の
二
字
を
冠
し
て
『
逍
輪
貿
易
商
』
の
看
板
を
掲
げ
て
、
共
の
衿
持
を
表
は
し
た
様
な
有
様
で
あ
っ
た
。

'

T
度
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
不
平
等
條
約
改
正
運
動
が
喧
し
く
な
り
、
法
櫂
並
に
税
櫂
の
恢
復
が
叫
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
國
家
の

開
面
論
が
主
で
、
初
め
は
経
洲
的
の
意
味
は
そ
れ
ほ
ご
多
く
加
は
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
國
民
一
般
の
覺
醒
を
促
し
、
自
然
、
貿
易
の
方
で

も
我
が
貿
易
を
外
商
の
獨
占
に
委
す
べ
き
で
な
い
さ
の
意
見
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
所
謂
商
楠
回
復
が
、
法
税
二
櫂
恢
復
の
叫
び
こ
鼎
立
の
姿
で
、

朝
野
に
や
か
ま
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
直
輪
賀
易
に
挺
身
す
る
先
覺
者
が
年
一
年
と
増
加
し
た
が
、
そ
の
歩
み
は
遅
々
た
る
も
の
で

九
Ill



才

ヽ
／ 

/ 

漸
く
一
1

一
千
萬
闘
を
少
し
く
出
た
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
』

．
 

2
 

、

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
前
田
卯
之
助
氏
は
次
の
如
く
説
明
し
て
ゐ
ろ
。

る
。
第
一
―
―

な
い
。
第
五

じ
て
漸
く
百
分

の
十
八
前
後
に
漕
ぎ
付
け
た
の
み
で
、

疇ー

れ
を
知
る
も
の
も
支
那
の
闇
國
位
に
考
へ
て
居
る
の
で
萬
事
が
頗
る
や
り
班
い
。
第

1-

領
事
館
其
他
在
外
公
館
の
骰
か
れ
て
あ
る
所
は
至
つ
て
勘
い
。
第
四

貿
易
金
激
並
に
総
替
の
概
腸
が
欠
け
て
居
る
。
僅
に
一
正
金
銀
行
が
あ
る
が
、
其
勢
力
は
猜
微
々
た
る
も
の
で
、
且
つ
取
引
餞
園
も
至
っ
て
狭

い
。
第
六
相
手
方
の
諸
國
が
多
く
金
貨
國
で
あ
る
の
に
、

H
本
は
銀
貨
國
で
あ
る
か
ら
、
訓
れ
ぬ
金
銀
比
5
口
の
騰
落
に
思
は
ぬ
損
失
を
蒙
る
。
日
ほ
く
何
゜

日
は
く
何
と
数
々
の
條
件
の
不
利
で
、
先
進
の
外
商
と
の
太
刀
打
は
甚
だ
思
は
し
く
行
か
ず
、
一
起
一
倒
の
結
果
も
明
治

1H'
四
・
五
年
迄
は
漸
く
日
本
の
産

業
革
命
の
薇
端
に
伴
ふ
横
械
類
其
他
の
需
要
で
、
綸
入
扱
比
率
に
幾
分
の
進
蹟
を
見
せ
た
の
み
で
、

論
出
の
扱
比
率
は
停
頓
の
状
を
示
し
て
ゐ
た
が
、
翌
年
に

は
此
方
の
比
率
に
も
偶
々
著
し
く
獲
る
所
が
あ
っ
て
、
労
々
日
濡
戦
喰
直
前
の
明
治

l
H-六
年
に

は
大
い
に
面
目
を
改
め
た
と
は
言
ふ
も
の

4
、
諭
出
入
を
通

常
年
の
我
貿
易
総
額
は
猶
二
低
闘
に
も
充
た
ヤ
i

か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
邦
人
貿
易
商
の
線
瑕
扱
舌
日
は

以
て
営
時
の
朕
況
を
察
す
べ
き
で
あ
る
。
日
滑
戦
争
後
の
所
謂
貿
易
撰
張
策
は
こ
の
障
害
を
逐
一
除
去
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

直
輸
出
入
、
直
貿
易
そ
の
も
の
を
直
接
に
促
進
せ
ん
さ
の
方
策
も
大
い
に
講
究
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

．即
ち
股
商
務
省
の
商
工
局
凝
は
大
臣

の
命
を
奉
じ
。
戦
中
の
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
洵
外
直
輪
川
入
の
疲
逹
を
企
岡
す
る
は
頗
る
緊
要
な
り
と
て
畜
東
京
商
業
會
議
所
に

次
の
如
き
照
命

g品
衷
し
た
。

『
第
一
、
明
治
初
年
巳
来
欧
米
賭
國
直
輪
出
入
業
に
従
事
し
た
る
令
社
組
合
父
は
一
個
人
の
名
稲
其
轍
出
物
品
の
種
頻
衣
本
額
輸
出
先
及
販
餃
取
引
の
方
法

第

1-‘
右
直
輪
出
入
者
に
於
て
銘
替
倉
庫
保
瞼
運
輸
等
に
四
し
各
々
共
取
り
た
る
手
段
方
法

日
本
の
航
路
は
全
く
無
い
。

ヽ

漸
く
あ
る
の
は
上
悔
航
路
位
の
も
の
に
過
ぎ

『
我
貿
易
界
に
於
け
る
邦
人
の
取
扱
比
率
は
中
々
以
て
其
割
合
に
上
昇
せ
ぬ
の
も
道
理
、

r’
 

第
一

諸
外
國
の
民
衆
は
多
く
日
本
の
存
在
を
知
ら
ず
、
偶
々
之

資
力
に
も
智
議
に
も
乏
し
い
上
に
言
葉
さ
へ
も
至
っ
て
不
自
由
で
あ

九
四

囀



次
の
如
く
で
あ
る
。

ヽ

（
四
）
我
鼠
製
品
の
一
定
せ
ざ
る
こ
と
並
に
濫
造
の
弊
ざ
る
事
』

(
-
―
-
）
常
業
者
悔
外
の
商
箭
に
暗
き
事

ん
と
す
る
に
は
許
通
の
利
率
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

第
三
、
各
直
輸
出
入
業
者
着
手
年
月
衷
時
組
頼
の
有
無
＂
巖
業
し
た
る
者
に
付
て
は
其
事
由

第
五
‘
直
輸
出
入
業
の
疲
逹
を
援
助
す
べ
き
侶
め
照
末
に
於
て
開
疲
す
べ
き
事
項
』

こ
れ
に
酎
し
東
京
商
業
會
議
所
ば
答
巾
し
た
が
、
そ
の
中
第
一
•
第
二
•
第
三
項
に
酎
し
て
は
、

表
を
以
て
之
が
回
答
を
な
し
て
ゐ
る
。
こ
の

表
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
會
に
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
が
、
こ
れ
を
通
匹
生
す
る
に
直
輸
出
入
等
に
従
事
せ
る
者
の
資
本
金
は
甚
だ
少
く
、
そ
の
為
替

保
険
は
多
く
外
国
の
銀
行
會
計
に
依
り
、
運
搬
は
殆
ど
學
げ
て
之
を
外
闊
船
舶
に
托
し
て
ゐ
る
の
が
判
る
。
．

▲

叉
第
四
項
に
酎
す
る
答
中
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

『

(
-
X
金
融
機
脳
の
完
仙
せ
ざ
る
事

G
岱
辺
）
我
国
銀
行
者
に
し
て
貿
易
上
之
が
概
胴
と
な
る
べ
き
も
の
唯
一
の
正
金
銀
行
あ
る
の
み
、
而
し
て
同
行
が
直

楡
業
者
に
到
す
る
取
引
の
宜
況
は
悩
足
を
奥
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
往
々
常
業
者
を
し
て
愁
訴
も
し
む
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
d

(
1
 I
)我
國
の
金
利
は
欧
米
諸
國
に
比
し
て
不
廉
な
る
事
・
（
説
朋
）
彼
我
金
利
の
割
合
を
見
る
に
、
外
国
の
金
利
は
少
き
は
一

1
-
•四朱
よ
り
多
き
も
六
朱
に
過
ず
、

然
る
に
我
園
の
金
利
は
少
き
も
七
•
八
朱
の
間
に
在
リ
、

九
五

正
金
銀
行
の
如
き
銹
杵
手
形
支
彿
期
日
迄
は
六
朱
と
な
す
の
便
あ
り
と
雖
も
、
其
以
後
向
金
融
を
得

こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
項
目
の
み
既
に
第
一
節
に
皐
げ
て
於
て
樅
い
た
。
聯
か
重
複
の
鎌
は
あ
る
が
、
こ
A

に
く
り
返
し
説
明
す
る
な
ら
ば

第
四
、
悔
外
直
輸
出
入
業
の
困
難
に
し
て
荻
逹
を
防
害
す
る
重
な
る
原
因

f ’ 

ー



々

,... 

『

(

1

)

領
事
館
を
柑
設
し
、
領
事
の
任
用
に
一
層
の
注
店
を
加
ふ
る
事

G
岱
5
)

外
國
市
場
に
進
入
し
て
取
引
を
管
む
者
は
最
も
領
事
の
保
課
を
蒙
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず
、
而
し
て
領
事
の
報
告
は
猶
羅
針
盤
の
如
く
、

同
様
の
便
利
を
奥
へ
、
雨
者
を
し
て
．相
侯
て
金
融
の
使
を
逹
せ
し
め
ば
、

す
る
に
至
ら
ん
。

依
て
以
て
商
機
を
l

定
め
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
、
然
る
に
府
末
必
要
の
貿
易
地
に
し
て
未
だ
領
事
館
の
設
置

な
き
も
の
あ
リ
、
又
領
事
中
宜
際
に
於
て
彼
我
の
商
情
に
通
暁
せ
ざ
る
者
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
随
て
其
の
着
眼
貿
易
の
肯
紫
に
嘗
ら
ず
、
其
調
査
報
告
す
る

所
の
も
の
賞
業
者
に
取
り
て
有
要
な
る
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
少
か
り
し
は
最
も
逍
憾
と
す
る
虞
な
り
。

（
二
）
貿
易
の
機
梱
な
る
銀
行
を
噌
設
し
て
大
に
金
厭
の
便
を
開
く
事

G
説
朋
）
我
直
輯
業
者
の
金
融
槙
闘
た
る
も
の
は
唯
一
の
正
金
銀
行
あ
る
の
み
に
し

て
‘
未
だ
徴
業
者
に
充
分
の
使
利
を
奥
ふ
る
に
足
ら
ず
、
金
融
機
闘
を
し
て
完
備
せ
し
め
ん
に
は
更
に
貿
易
の
機
闘
な
る
有
力
の
銀
行
を
噌
設
し
、

其
結
呆
鼓
て
掌
業
者
の
便
利
を
願
り
畜
且
つ
金
利
も
亦
能
ふ
限
リ
の
程
度
に
迄
低
下

（
＝
竺
）
外
園
の
商
情
に
通
聰
す
る
人
を
養
成
ナ
る
事

合
）
税
脳
の
規
模
を
披
張
す
る
事

G
既
朋
）
今
の
税
闘
は
往
時
我
國
の
貿
易
極
め
て
幼
稚
な
る
時
の
設
備
に
係
る
が
故
に
、
今
日
に
於
て
は
其
規
模
狭
少
に

し
て
貿
易
の
宜
際
に
迎
應
せ
ざ
る
の
憾
あ
り
、
例
（
ば
、
屋
に
於
け
る
荷
物
引
渡
時
間
の
短
き
に
過
ぐ
る
が
如
き
、
又
は
借
庫
倉
敷
料
の
高
き
に
失
す
る
が
如

き
は
、
5涵
業
者
の
扱
も
不
便
に
感
ず
る
所
に
し
て
~
特
に
輸
入
品
を
再
輪
出
せ
ん
と
す
る
楊
合
に
於
て
は
、
其
不
便
一
層
甚
し
き
も
の
あ
リ
、
故
に
、
今
後
大

に
税
闘
の
規
模
を
披
張
し
て
、
上
届
及
借
庫
に
培
築
を
加
（
ヽ
相
賞
の
程
度
を
勘
酌
し
て
荷
物
引
渡
時
間
を
延
長
し
畜

望
む
。

（
五
）
政
府
に
於
て
賜
入
す
る
外
國
品
は
成
る
べ
し
‘
我
國
商
人
の
手
に
托
す
る
事
、
並
に
其
の
賭
入
手
績
を
簡
易
に
す
る
事

（
六
）
海
迩
事
業
を
披
張
す
る
事

G
七
）
商
品
陳
列
所
を
設
骰
し
て
内
外
品
の
見
本
を
賞
業
者
に
縦
覧
せ
し
む
る
事

(
八
）
我
製
品
を
齊
一
．に
し
、
且
濫
造
の
弊
を
矯
む
る
事

， 

九
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ク

正
金
銀
行

以
て
賞
業
者
の
便
利
を
逹
せ
ん
こ
と
を



鬱
か
く
の
如
き
直
輸
出
入
促
進
に
闘
す
る
東
京
摘
業
會
議
所
の
意
見
こ
同
様
の
も
の
が
~
日
本
貿
易
協
會
に
よ
り
て
も
捉
言
さ
れ
て
ゐ

t
。
か

く
の
如
き
意
見
に
酎
し
て
は
批
判
的
に
見
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
む
な
か
つ

t
が
、
大
罰
に
於
て
裳
時
の
要
望
を
最
も
雄
雛
に
表
明
せ
る
も

0

と
云
ふ
こ
こ
が
出
来
る
。
恰
も
「
大
協
」
第
三
巷
ー
ー
面
文
餌
治
一
l-0年
1

一
月
五

H
)
誌
上
に
は
「
我
國
の
貿
易
は
外
國
人
の
貿
易
な
り
」
こ
の
見

出
し
を
つ
け
、
次
の
如
き
極
論
さ
へ
親
は
れ
た
。

二
憶
六
千
万
側
の
巨
額
に
上
る
に
至
り
し
は
、
甚
だ
喜
ぷ
べ
き
が
如
し
。
然
れ
‘ご
も
更
に
細
か
に
此
等
の
輸
出
入
を
取
扱
ふ
も
の
を
見
れ
ば
、

其
の
大
部
分
は
外
嗣
痴
人
に
し
て
、
日
本
人
が
直
接
に
外
脳
こ
直
輸
出
入
を
な
す
も
の
、
峯
k

こ
し
て
屁
星
の
如
さ
な
り
、
故
に
輸
出
入
晶
肱

外
巌
人
こ

H
本
人
と
の
側
に
立
て
、

り
、
故
に
横
浪
．
帥
戸
等
の
税
鞠
を
退
辿
す
る
貨
物
は

H
本
人
の
有
に
あ
ら
す
し
て
外
國
人
の
有
な
り
、
之
と
梢
し
て

H
本
の
貿
劫
こ
．――-n
ふ
よ
り

は
、
亨
ろ

H
本
に
於
け
る
外
駁
人
の
貿
劫
こ
い
ふ
を
至
喋
臼
こ
す
。
甚
た
追
惚
な
り
こ
雖
も
今

H
の
質
沈
員
に
然
る
な
り
』
こ
。
更
に
粒
け
て
、

篇
し
て
餌
に
之
を
為
す
者
を
名
つ
け
て
居
招
地
の
摘
伽
と
云
ふ
。
日
本
人
の
輸
出
入
は
大
枇
此
の
商
伽
に
-笈
込
み
又
は
脳
伽
よ
り
真
入
る
A

な
り
。
因
り
て
視
今
日
本
臨
人
の
到
手
は
油
の
外
に
あ
ら
す
し
て
近
く
助
ぱ
醤
の
居
留
池
に
あ
る
な
り
』
こ
辿
べ
て
ゐ
る
。
即
ち
心
戸
時
し
貿
嘉

荊
業
は
未
だ
居
留
坤
貿
易
を
本
骸
こ
し
て
ゐ

t
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
今
や
恰
も

H
栴
諏
後
の
國
力
充
賞
の
時
期
に
富
る
。
こ
の
除
に
恥

て
、
こ
の
居
骨
地
貿
易
の
お
伽
、
直
徴
品
の
促
辿
は
な
に
よ
り
も
節
感
せ
ら
れ

t
わ
け
で
あ
っ

t°

九
七

か
く
の
如
き
要
整
を
反
映
し
T‘
朋
治
二
十
九
年
以
怜
私
極
約
な
外
樹
箕
劫
掘
弘
し
加
脳
が
な
さ
れ

t
も
ーの
で
、
前
御
に
於
て
述
べ
し
如
く
、

或
ひ
は
農
詢
工
糾
等
會
緑
・
油
外
糊
祝
屁
捺
•
海
外
賞
染
紐
習
生
・
荊
品
見
本
の
彼
送
・
摘
曲
臥
駒
払
辿
．

債
こ
そ
多
け
れ
、
貿
易
の
利
を
牧
む
る
も
の
は
外
脳
人
な
り
、

貿
易
曲
郎
烈
耶
…
な
っ
て
賀
試

貿
易
セ
媒
介
す
る
者
は
ま
た
外
國
人
な

『
我
固
の
外
國
貿
易
は
年
K

培
進
し
て
昨
年
度

G
5治
1

平
九
年
）

の
如
き
は
輸
出
入
品
原
債

I• 

，
 
9
＿
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し
、
叉
洵
蓮
業
の
奨
勤
・
保
税
倉
即
の
設
置
•
生
絲
輸
出
奨
即
法
ミ
な
り
、
更
に
は
重
要
輸
出
品
同
業
組
合
の
組
成
・
質
莱
教
育
の
普
及
・
貿

易
浩
の
開
設
・
輪
川
入
税
の
痰
止
・
闘
税
改
正
と
な
っ
口
も
の
で
あ
る
。
以
上
は
大
き
く
載
後
粒
螢
策
こ
し
て
貿
易
一
般
の
凱
張
を
目
ざ
せ
し

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
重
貼
は
直
輸
出
入
殊
に
直
輸
出
に
あ
っ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
直
輸
出
の
利
害
に
つ
い
て
は
未
だ
確
固

た
る
定
見
ぁ
ふ
ざ
り
し
如
く
、
例
へ
ば
金
子
堅
太
郎
が
伊
藤
首
相
に
拝
呈
せ
る
「
糾
織
物
輸
出
＝
品
闘
ス
ル
意
見
」
な
る
文
書
が
「
秘
害
類
纂
」

中
に
牧
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
年
月
は
不
明
な
る
も
恐
ら
く
は
金
子
堅
太
郎
が
農
尚
務
大
臣
こ
し
て
、
第
一
二
次
伊
藤
内
即
に
あ
り
し
時
の
も
の

な
る
べ
く
、
明
治
―
―
―
十
一
年
頃
の
も
の
r

巴
推
定
さ
れ
る
。

‘‘・ ． ＇ 

G第
二
次
伊
藍
内
I
i
i
-

―
―+
1
年
一
月
威
立
、
金
子
樅
訟
四
蛉
大
臣
は
＝

1—+
1
年
四
月
就
任
）
こ
の

ノヽ

文
書
に
は
外
圃
直
餘
出
の
因
難
な
る
理
由
と
し
て
次
の
如
き
を
學
げ
て
ゐ
る
。

H
本
人
ハ
彼
レ
ト
人
種
ヲ
異
ー
ー
セ
リ
。
日
本
人
＾
蒙
古
人
種
ー
ー
シ
テ
、
欧
米
人
ハ
「
コ
ウ
カ
シ
ャ
ン
」
人
稲
ナ
リ
。
異
人
種
二
於
ケ
ル
詢
夜
＾
同

國
人
間
二
於
ケ
ル
如
ク
信
用
セ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
例
ヘ
パ
西
洋
人
ガ
桐
生
ー
ー
赴
キ
商
袋
ヲ
始
ム
ル
モ
、
桐
生
人
＾

H
本
人
ノ
如
ク
ハ
之
ヲ
信
用
セ
ザ
ル
ベ
シ
。

日
本
人
ガ
西
洋
人
ヲ
信
用
セ
ザ
ル
如
ク
日
本
人
ガ
外
固

二
行
ク
モ
、
亦
ク
之

l-m非
ナ
ラ
ズ
、
同
人
稲
同
國
民
間

二
商
佼

ス
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

言
語
辿
ゼ
ズ

°
言
語
辿
ゼ
ザ
レ
パ
、
商
致
ノ
掛
引
、
習
恨
‘
其
他
百
般
ノ
事

＝
不
便
ヲ
感
ズ
ル

コ
ト
、
苑
モ
官
者
、
唖
者
二
似
タ
リ
。

第
三
商
店
ノ
借
料
裔
シ
。
外
國
ー
ー
於
テ
一
商
店
ヲ
借
ル
ト
キ
ハ
｀
我
ガ
―

-H'駈
位
ノ
モ
ノ
、
彼
レ
デ
在
テ
ハ
三
百
弗
ヲ
出
サ
ゞ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
之
ヲ
銀
貨

ー
ー
換
笠
ス
ル
ト
キ
ハ
六

百
回
位
ナ
・リ
、
彼
ノ
借
家
料
モ
亦
ク
一
[lnJ

カ
ラ
ズ
ヤ
0

.

,

.

‘

.

-

'

第
皿
生
計
ノ
炭
商
シ
°
我
ガ
＝
エ
＇

IQl-ー
テ
足
ル
生
柄
＾
‘
彼
レ
ー
ー
在
テ
三
百
闘
ノ
生
活
我
ヲ
要
ス
。

第
五
商
業
ノ
位
習
異
ナ
リ
。
物
品
ノ
受
渡
、
毀
掛
代
金
ノ
支
彿
‘
鈷
替
相
拗
ノ
差
異
、
手
形
ノ
書
武
、
帳
細
ノ
記
入
方
等
都
テ
異
ナ
レ
リ
。

第
六
金
利
ノ
巻
迎
甚
シ

0
H

本
一
ー
於
テ
ハ
普
通1
割

1
一
分
位
ノ
金
利
ナ
ル
モ
米
國
新
約
克
＝
ー
於
テ
ハ
五
分
、
英
吉
利
―
―
至
リ
テ
＾
二
分
五
匝
ナ
リ

0

故
—L

少
シ
ク
金
銭
ノ
支
拙
ヒ
ヲ
延
期

セ
ラ
ル

ノ
ト
キ
ハ
、
直
ー
一
金
利
ノ
貼
ー
一
於
テ
揖
失
ヲ
末
ク
ス
ナ
リ
。

第
『
第

“
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し
プ
レ
ナ
ン
の
報
告
害
「
日
本
廂
業
事
情
視
察
報
告
書
」

本
人
ノ
商
品
ハ
廉
債
色
買
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
9

テ
同
業
者
ョ
リ
買
ヒ
出
ス
ハ
頗
ル
容
易
ナ
リ
、
且
ツ
我
レ
更
餃
ル
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
』

而
も
『
直
楡

tH其
ノ
順
序
方
法
ヲ
得
べ
、

＇
決
シ
テ
難
カ
ラ
ズ
ト
恩
フ
ナ
リ
』
さ
論
じ
、

た
。
如
何
に
常
時
の
農
商
務
省
が
こ
の
勘
に
熱
意
を
傾
注
し
た
か
は
。
常
時
英
吉
利
政
府
よ
り
任
命
せ
ら
れ
、
此
時
代
の

H
本
貿
易
を
調
査
せ

（
明
治
＝
平
1

年
五
月
）
中
に
、
農
商
務
省
は
『
事
細
大
さ
な
く
、
最
も
心
を
用
ひ
意

を
注
ぎ
各
自
に
特
殊
の
機
闘
を
敏
活
な
ら
し
め
て
、
國
人
の
需
用
品
を
供
給
す
べ
き
冊
昇
最
良
の
市
場
を
疲
見
す
る
こ
こ
に
勉
め
且
つ
供
給
品

の
泉
源
峨
を
公
示
し
て
、
迎
宜
に
之
を
得
せ
し
め
、
以
て
其
需
用
を
充
足
す
る
が
如
き
、
厭
た
一
私
人
た
る
購
買
者
に
甜
す
る
も
便
宜
を
典
ふ
る

第
四

Aぢ
牙9

外
國
―
―
於
ケ
ル
日
本
人
ノ
商
店
＝
日
本
品
ヲ
喪
ル
コ
ト
ハ
、
人
種
ノ
異
ナ
ル
不
便
ア
ル
ダ
ケ
、
又
一
種
ノ
愛
矯
ア
ル
ナ
リ
。

ヲ
買
フ
＝
西
洋
人
ノ
店
ョ
リ
ハ
．ヽ

寧
口

H
本
人
ノ
店
二
於
テ
ス
ル
ヲ
喜
プ
°
是
レ
彼
レ
ノ
人
箭
ト
シ
テ
然
ル
ナ
リ
0

第

従
来
本
邦
ノ
外
國
貿
易
ハ
｀
中
間
二
幾
多
ノ
仲
買
ア
リ
テ
非
常
ナ
ル
手
数
料
ヲ
牧
メ
ク
リ
、

Tft輪
出

ハ
之
ヲ
減
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
。
我
ガ
機
業
者
ガ
織
出
シ
ク
ル
絹
物
ハ
原
憤
二
外
國
―
―
喪
リ
出
シ
得
ラ
ル
、
ナ
リ
。

『
節

節
-[:; • 

悔
陸
ノ
危
瞼
ヲ
犯
サ
ゞ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
悔
陸
ノ
迎
搬
中
ニ
ハ
風
波
ノ
危
険
ア
リ
、

コ
ト
能
ハ
ザ
ル
コ
ト
、
往
々
―
ー
シ
テ
ア
ル
ナ
リ
。
』

か
く
の
如
く
直
輪
出
は
困
難
で
あ
る
が
、
困
難
な
る
だ
け
に
利
盆
も
多
い
さ
し
、
金
子
大
臣
が
搾
へ
し
諸
黙
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

中
間
ー
ー
在
ル
仲
買
ノ
手
数
料
ヲ
省
ク
ナ
リ
。

日
本
人
ノ
生
活
ハ
西
洋
人
ョ
リ
低
度
ナ
リ
0

故
＝
外
國
商
・人
ノ
控
澤
ナ
ル
生
新
我
二
常
ル
ダ
ケ
＾
ヽ
商
品
一
ー
ロ
錢
ヲ
掛
ケ
ザ
ル
モ
可
ナ
リ
。

内
地
ノ
買
ヒ
出
シ
方
二
便
宜
多
シ
。
西
洋
人
ガ
内
地
二
入
リ
凍
リ
‘

I 呵

九
九

着
た
前
述
の
如
き
方
策
を
め
ぐ
ら
し
た
の
で
あ
っ

叉
毀
損
汚
染
ノ
憂
ア
リ
、
其
ノ
品
ヲ
完
フ
シ
テ
需
用
地
＝
一
逹
ス
ル

“
 

例
セ
バ
日
本
ノ
刃
1

一粛

従
テ

H
,

桐
生
叉
ハ
足
利
＝
於
テ
絹
物
ヲ
買
ヒ
出
シ
テ
本
國
二
送
ル
ヨ
リ
モ
‘
産
地
＝
於
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0, 

郎
盆
明
治
一
＝1
•
五
・
六
任
）
も
言
背
つ
て
日
清
戦
喧
後
の
第
二
次
伊
籐
内
閣
時
代
．

勾

こ
と
甚
だ
多
し
と
す
』
と
述
べ
て
ゐ
る
の
で
も
判
る
。
こ
の
農
商
務
省
に
か
つ
て

H
清
戦
直
後
農
商
務
次
官
こ
し
て
貿
易
撰
張
に
努
力
し
、
且
つ

最
も
熱
心
な
る
疸
貿
易
論
者
で
あ
っ
た
金
子
堅
太
郎
が
大
臣
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
我
が
國
貿
易
の
方
針
は
佛
國
流
の
坐
商
、
主
義
で
は
な

く
、
英
國
流
の
行
商
主
義
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
持
論
を
以
て
冑
こ
れ
に
嘗
っ
た
。
叉
金
子
農
商
務
大
臣
の
下
で
次
官
を
つ
さ
め
た
藤
田
四

金
子
農
商
務
次
官
の
下
で
商
工
局
長
た

b
し
人
物
で
｀
熱

心
な
る
貿
易
撰
張
論
者
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
「
貿
易
意
見
」
な
る
寓
本
の
意
見
害
が
偉
は
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
貿
易
を
以
て
國
家

の
富
力
を
壻
進
す
る
の
み
』
ご
論
じ
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
第
一
製
産
力
を
盛
ん
に
し
、
善
良
な
る
物
品
を
製
造
し
。
其
債
を
廉
と
し
て
各

國
の
需
用
に
應
す
る
事
、
第
二
貿
易
市
場
金
融
の
機
闊
を
装
置
し
畜
自
國
貿
易
市
場
の
商
喪
を
保
誰
し
。
他
外
國
人
を
し
て
自
國
の
市
場
を
左

右
せ
ら
れ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
進
ん
で
他
外
國
市
場
の
金
梱
を
掌
握
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
、
第
一
＿
一
運
輸
交
通
の
道
を
開
痰
し
．
十
分
自
國
商

究
の
便
宜
を
計
る
事
、
第
四
製
産
者
並
に
貿
易
商
寧公
の
紺
合
法
を
厳
重
に
し
、
既
造
口
叩
及
び
不
正
の
商
業
を
螢
み
、
商
業
上
の
信
用
を
失
膜
す

る
者
を
懲
戒
す
べ
き
専
、
第
五
教
育
上
に
は
祉
會
上
の
訓
淘
若
く
は
契
約
を
以
て
華
奢
賽
澤
に
濁
す
る
輪
入
品
の
需
用
を
猛
省
す
る
事
な
ご
を

拳
げ
て
ゐ
る
。

併
し
直
貿
易
政
策
に
尉
し
て
贅
成
せ
な
い
向
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。
例
へ
ば
米
國
紐
育
に
駐
在
せ
る
帝
國
一
等
領
事
内
田
定
槌
は
、
生
絲

に
闊
し
直
輸
出
の
危
陰
に
し
て
且
つ
不
利
な
る
所
以
を
説
明
し
て
ゐ
る
。

『
販
貿
方
の
改
良
と
は
直
轍
出
の
謂
に
あ
ら
ず
、

熟
て
嘗
地
に
於
け
る
生
絲
輪
入
業
者
と
機
業
家
と
の
瀾
係
を
案
ず
る
に
、
日
米
間
の
貿
易
巾
生
絲
直
輪
出

程
危
原
多
く
し
て
利
盆
の
少
き
も
の
は
無
か

9
べ
し
、
其
利
盆
の
少
き
は
畢
党
内
外
人
同
業
者
の
競
争
割
烈
な
る
に
依
る
者
に
し
て
、
叉
其
危
険
の
多
き
所
以

1
0
0
 

｀
 
，ヽ
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、
1
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用
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は
第
一
嘗
國
機
業
家
の
資
産
概
し
て
薄
弱
た
る
と
、
第
1

一
嘗
國
破
産
法
の
不
完
全
な
る
に
依
り
詐
低
の
行
は
れ
易
き
と
、
第
一
I

]

日
本
絲
は
筐
洲
絲
と
異
な
り
品

物
を
引
渡
し
た
る
時
よ
り
六
ヶ
月
後
に
非
ざ
れ
ば
其
代
金
を
徴
牧
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
慣
例
な
る
に
因
り
、
機
業
家
輯
入
商
店
よ
り
亘
額
の
生
絲
を
仕
入
れ
、

代
金
支
掃
前
に
賞
り
破
産
す
る
者
少
か
ら
ず
、
而
て
輪
入
商
人
、

其
度
侮
に
互
額
四
損
失
を
招
く
も
、
賣
込
の
常
時
に
於
て
は
之
を
前
知
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ

ば
な
り
、
故
に
此
業
に
従
事
す
る
者
は
多
少
投
機
的
の
賣
買
を
行
ふ
に
非
ざ
れ
ば
損
盆
相
償
は
ず
と
言
ふ
て
不
可
な
か
る
べ
↓
、
去
れ
ど
も
投
機
的
賣
買
に
は

前
記
破
産
よ
り
，生
ず
る
危
激
の
外
、
尚
見
込
外
れ
の
危
険
之
に
伴
ふ
者
な
り
、
世
人
動
も
す
れ
ば
外
國
商
擢
恢
復
の
方
策
と
し
て
、
生
絲
の
直
輸
出
を
唱
へ
、

直
諭
出
さ
（
す
れ
ば
利
盆
あ
る
口も
の
ぷ
如
く
考
ふ
る
者
あ
れ
ど
も
、
是
常
地
の
寅
況
を
知
ら
ざ
る
者
の
謬
見
な
り
。
』

菖

9

.

“

叉
賓
際
家
中
に
は
直
貿
易
に
必
ら
す
し
も
賛
成
で
な
い
も
の
が
勘
く
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
東
京
海
上
の
末
延
道
成
、
森
村
商
會
の
森
村
市
左

衛
門
、
兼
松
商
店
の
廉
松
房
次
郎
等
が
そ
れ
で
、
外
人
に
為
替
危
陰
を
負
据
さ
せ
た
方
が
寧
ろ
利
盆
で
あ
る
さ
の
見
解
を
持
し
て
ゐ
た
。
又
外

交
官
で
あ
っ
た
大
越
成
徳
も
こ
れ
に
近
い
見
解
を
有
し
、
損
失
を
し
て
迄
も
直
輸
を
な
す
べ
か
ら
す
、
急
が
す
9

怠
ら
す
直
貿
易
の
目
的
を
逹

I
 

J
O
 

す
る
の
方
針
を
さ
る
ぺ
し
と
、
緩
和
的
な
意
見
を
示
し

f
.

然
し
な
が
ら
此
等
の
政
治
的
な
背
景
に
よ
っ
て
、
内
商
の
貿
易
揖
嘗
部
分
が
増
加
し
た
こ
さ
は
明
白
な
る
事
賓
で
あ
っ
た
。
三
國
干
渉
で
遼

東
の
還
附
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
商
櫂
回
復
へ
の
努
力
は
一
段
と
加
は
つ
た
。
か
く
て
戦
後
五
年
即
ち
北
清
事
愛
の
起
つ
た
明
治
三
十
三
年
の
我

貿
易
線
額
は
賓
に
戦
前
に
二
倍
半
に
し
て
五
偉
圃
に
垂
ん
さ`
し
、
北
〈
内
邦
人
の
扱
高
は
優
に
三
分
の
一
を
超
え
て
、
十
分
の
四
に
近
か
ら
ん
と

⑳
 

す
る
賓
絞
を
示
ず
様
に
な
っ
た
。
次
に
明
治
二
十
七
年
さ
三
十
三
年
に
於
け
る
内
商
・
外
商
の
婚
嘗
割
合
を
示
せ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

~‘ 
・~
-9 



、'- 併
し
乍
ら
こ
の
統
計
は
明
活
一
二
十
三
年
を
以
て
最
後
さ
し
、
そ
れ
以
後
は
こ
の
比
較
を
知
る

こ
さ
が
出
来
な
い
。
商
椛
回
復
の
目
的
の
一
牛

が
梢
こ
逹
成
し
た
さ
考
へ
た
A

め
で
あ
ら
う
か
、
或
は
亦
諸
外
國
に
氣
蛾
ね
し
た
A

め
で
あ
ら
う
か
、
大
蔵
省
は
同
年
限
り
内
外
人
別
輸
出
入

扱
高
統
計
の
疲
表
を
打
切
づ
た
の
で
あ
る
。
而
も

一
方
に
於
て
多
年
の
國
諭
た
り
し
條
約
改
正
並
び
に
之
れ
に
伴
ふ
税
椛
の
自
主
問
題
も
こ
れ

さ
前
後
し
て
解
決
さ
れ
た
A

め
、
商
椛
回
復
の
言
葉
は
潮
く
人
口
に
上
る
こ
さ
が
減
少
し
た
。
貿
易
業
者
の
経
瞼
は
盆
;
稜
ま
れ
、
そ
の
智
識

は
漸
く
豊
富
に
な
っ
た
。
外
商
に
比
し
、

少
額
の
費
用
さ
勤
勉
さ
を
以
て
事
に
常
る
彼
等
に
畜
政
府
の
保
談
貿
易
策
を
以
て
せ
ば
畜
外
商
等
が

そ
の
地
盤
を
潮
次
翼
食
さ
れ
た
の
は
営
然
の
結
呆
で
あ
っ
た
。
統
計
の
之
れ
を
説
す
べ
き
も
の
は
見
常
ら
ぬ
が
、
日
餡
戦
年

の
直
前
に
於
け
る

邦
人
の
扱
高
は
、
恐
ら
く
俊
に
線
額
の
十
分
の
四
を
超
過
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
さ
推
定
さ
れ
る
。

m⑦
 

句
句

，
ー
，
＇
ー
，

④
直
輪
業
の
景
況
、
東
京
綜
流
雑
誌
、
第
一
―
―
―
―
ー
巻
八
＝
＝
一
猿

G
明
治
1

一
十
九
年
六
月
1

一
十
七

H
夜
行
）
。

前
田
卯
之
助
、
所
謂
向
樅
恢
復
戦
の
跡
を
顧
み
て
、
企
業
と
祉
會
、
第

一
琥
゜

直
輸
出
入
に
脚
す
る
東
京
商
業
會
議
所
の
答
申
、
東
京
網
浣
雑
誌
、
第
三
二
巻
八
0
六
琥
‘
-
0
-
―
l

1
 
J

頁
、
明
治
1
J
+
-
八
年
十
二
月
1
一
十
八

H
o

明

治
明

治
輪

入

明

治

年

七

年
年
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Ho-
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％
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-‘
が
吾
写

1
0
0
・
0
%
 

内

商

芸、――-^
-‘六早四
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、
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(16) (15) 

〇
琥
。

゜

(14) (13) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
濱
正
金
銀
行
の
為
替
取
扱
、
東
京
紘
済
雑
誌
、
第
七
九
1

一
臨
、
四
五
一
ー
四
五
1

一
頁
参
照
。

例
（
ば
坪
谷
薯
四
郎
の
「
直
輪
出
入
不
振
の
原
因
及
其
救
治
策
」
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
大
陽
、
第
二
巻
1

一
撃
、
五
1

頁
、
明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
日
。

の
七
八
五
頁
。

、

1011

秘
書
類
纂
‘
宜
業
・
工
業
安
料
、
二
ニ
ー
ニ
ー
1

1

1

一
五
頁
。

、,‘、,‘
5

英
國
プ
レ
ナ
ン
氏
、
日
本
商
業
一船
情
蔵
察
報
告
賽
、
明
治
ー
ニ
十
一
年
五
月
（
大
裁
大
蝙
官
房第一ー一
課
記
）
ヽ
1

一頁。
．
猪
谷
善
一
、
日
本
貿
易
論
、
一
七
1

1
 

頁
。
プ
レ
ナ
ン
は
叉
次
の
如
く
も
述
べ
て
ゐ
る
。
『
彼
等
は
中
心
謂

へ
ら
く
、
商
業
界
に
お
い
て
欧
米
人
と
優
劣
を
争
ふ
が
如
き
は
勢
力
相
比
敵
す
べ
き

に
非
ず
畜
須
ら
く
先
づ
慈
父
的
恩
澤
を
施
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
』
『
之
が
方
法
と
し
て
製
造
物
原
料
輸
入
税
の
免
除
若
く
は
主
要
な
る
製
造
輸
出
品
の
免
税

其
他
内
外
國
博
覧
會
の
如
き
従
来
用
ひ
ら
れ
た
る
手
段
の
み
に
韻
ら
ず
、
全
然
特
別
の
方
策
を
立
て
ん
と
す
。

即
ち
商
業
褻
逹
の
衝
に
常
る
も
の
は
政
府

に
向
つ
て
補
助
を
請
願
し
、
政
府
は
新
弯
事
業
を
育
成
す
る
に
あ
り
。』

『
之
が
結
果
と
し
て
時
に
或
は
牛
熟
的
奨
闘
を
厖
す
こ
と
あ
り
。
』
と
評
し
、
特
に

捺
出
品
の
検
査
に
闘
し
て

は

『
従
来
日
本
に
生
症
す
る
貨
物
の
品
質
外
國
市
場

の
需
要
に
適
嘗
な
り
や
否
や
を
判
断
す
る
も
の
は
外
國
の
滑
費
者
に
あ
ら

ず
し
て
、
日
本
政
府
の
監
督
官
た
る
の
奇
観
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
』
と
さ
へ
笑
つ
て
ゐ
る
。
上
田
貞
次
郎
、
日
本
の
産
業
革
命
‘
企
業
と
社
合
、
第
一

金
子
堅
太
郎
が
農
商
務
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
ー
＝
一
年
四
月
1

一
六
日
。

金
子
堅
太
郎
著
、
戦
後
綜
済
の
方
針
及
び
機
闘
。
東
京
網
済
雑
誌
、
第
三
二
巻
八

0
-―
―
琥
盆
明
治
二
十
八
年
十
二
月
七
日
破
行
）
参
照
。

政
策

G
明
治
―
―
―
す
五
年
）
ヽ
1

一
六
五
ー
ニ
七
一
1

一頁。

東
京
商
大
閾
書
館
葛
本
。
猪
谷
善
一
、
日
本
貿
易
論
、
一
七
六
頁
参
照
。

直
貿
易
問
題
を
中
心
と
す
る
可
否
諸
意
見
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
三
郎
編
、
最
近

H
本
細
済
問
題
参
競
。
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隷
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表
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各
年
度
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東
京
鯉
済
雑
誌
~
第
一
＿
＿
七
巻
九
一
五
鰊
‘
_
＿
＿
四
九
頁
、
明
治

1
-
H
'
一
年
1
一
月
十
九
日
寮
行
。

佐
藤
ー
ー
一
郎
編
、
最
近
日
本
繹
涜
問
題
｀
1

1

四
九
頁
ー
1

一
七
二
頁
参
照
。
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